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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
書
か
れ
た
の
は
、
最
後
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
か
ら
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
五
月
二
日

で
あ
る
。
「
記
行
」
は
マ
マ
で
あ
る
。
当
時
の
南
方
熊
楠
は
満
十
八
歳
で
、
こ
の
前
年
に
大
学
予
備
門
に
入

学
し
て
い
る
が
、
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
学
業
そ
っ
ち
の
け
で
遺
跡
発
掘
や
菌
類
の
標
本
採
集
な
ど
に

明
け
暮
れ
』
て
い
た
。
ま
さ
に
、
そ
の
一
齣
で
も
あ
る
。
江
ノ
島
へ
行
っ
た
の
は
、
同
年
四
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
私
が
手
掛
け
る
南
方
熊
楠
の
テ
ク
ス
ト
中
、
彼
が
最
も
若
き
日
の
記
事
で
あ
る
。 

 

底
本
は
『
南
方
熊
楠
全
集
』
第
五
巻 

「
文
集
Ⅰ
」
（
澁
澤
敬
三
編
・
一
九
五
二
年
乾
元
社
刊
）
の
「
江

島
記
行
」
（
目
次
の
マ
マ
）
に
載
る
も
の
を
用
い
た
。
戦
後
の
も
の
だ
が
、
正
字
正
仮
名
で
あ
る
。
底
本

冒
頭
の
「
解
說
」
（
こ
こ
は
正
字
（
但
し
、
新
字
体
が
多
く
混
入
）
新
仮
名
（
但
し
、
促
音
は
小
振
り
で

な
い
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
江
島
記
行
」
に
続
く
「
日
光
山
記
行
」・
「
日
高
郡
記
行
」
の
『
紀
行
文
三
篇

は
一
冊
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
和
綴
稿
本
「
紀
行
卷
一
」
に
收
め
ら
れ
て
い
て
、
細
画
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

「
江
島
記
行
」
は
他
の
草
稿
と
覺
し
き
同
様
の
書
あ
つ
た
が
、
「
紀
行
卷
一
」
の
方
に
翁
自
身
整
理
淨
書

さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
、
こ
の
方
に
從
つ
た
。
三
篇
中
前
二
篇
（
江
島
記
行
と
日
光
紀
行
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
マ
マ
。
本
文
で
は
「
日
光
記
行
」。
］
）
は
明
治
十
八
年
、
大
學
豫
備
門
時
代
の
紀
行
で
あ
り
、「
日
高

紀
行
」
は
翌
十
九
年
、
渡
米
前
に
帰
省
中
の
旅
行
記
で
あ
る
』
と
あ
る
。
な
お
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て

「
私
設
万
葉
文
庫
」
の
一
九
七
三
年
平
凡
社
刊
『
南
方
熊
楠
全
集
』
第
十
巻
『
初
期
文
集
他
』
を
用
い
た

新
字
新
仮
名
の
電
子
化
さ
れ
た
も
の
を
使
用
さ
せ
て
戴
い
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 

本
篇
は
紀
行
の
性
質
か
ら
、
文
章
が
ベ
タ
で
続
く
箇
所
が
殆
ん
ど
で
あ
る
が
、
注
を
施
す
の
に
、
割
注

ば
か
り
で
は
読
者
が
不
便
極
ま
り
な
く
な
る
の
で
、
「
私
設
万
葉
文
庫
」
の
平
凡
社
版
の
改
行
を
生
か
し

て
お
い
た
。
段
落
直
後
の
改
行
注
の
後
は
、
一
行
空
け
た
。 

 

本
篇
を
電
子
化
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
ず
っ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
電
子
化
注
に
携
わ
っ
て
い
る
南
方
熊
楠

の
作
品
で
あ
る
こ
と
以
外
に
、
私
自
身
が
サ
イ
ト
と
ブ
ロ
グ
で
鎌
倉
史
を
研
究
し
て
い
る
関
係
上
、
「
江

ノ
島
」
も
そ
の
守
備
範
囲
内
に
完
全
に
入
っ
て
お
り
、
ま
た
、
「
江
ノ
島
」
は
個
人
的
に
、
青
春
の
日
の

忘
れ
難
い
思
い
出
の
地
で
も
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。 

 

な
お
、
本
文
に
配
さ
れ
た
標
題
の
「
ノ
」
は
、
底
本
で
は
右
寄
せ
小
振
り
で
あ
る
。
本
文
中
で
は
「
江

島
」
で
あ
る
。 

 

本
テ
ク
ス
ト
は
、
ブ
ロ
グ
全
八
回
分
割
版
を
公
開
後
、
一
括
縦
書
版
と
し
て
作
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
四
年
四
月
二
十
一
日
父
藪
野
豊
昭
逝
去
の
一
月
後
に―

―

藪
野
直
史
］ 

        

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E6%96%B9%E7%86%8A%E6%A5%A0
https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/9
https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/9
https://kiebine2007.amearare.com/minakata10.htm
https://kiebine2007.amearare.com/minakata10.htm


  
 

 
 

 

江 

ノ 

島 

記 

行 
  

予
東
京
に
來
て
よ
り
越
二
年
、
塵
に
吸
ひ
埃
に
喁
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ぎ
よ
う
し
」
。
口
を
ぱ
く
ぱ

く
さ
せ
。
］
足
未
だ
一
た
び
市
外
に
出
ざ
る
な
り
。
今
年
四
月
、
大
學
、
例
に
よ
り
十
數
日
の
休
業
有
り
。

予
乃
ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
す
な
は
ち
」
。
］
此
間
を
以
て
江
島
に
一
過
せ
ん
と
欲
し
、
俄
然
行
李
を
治

す
。
不
幸
に
し
て
曇
天
雨
天
續
て
止
ま
ざ
る
も
の
十
數
日
、
十
六
日
に
至
り
天
漸
く
晴
る
。
乃
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
「
す
な
は
ち
」
。
］
宿
を
出
て
新
橋
に
至
り
、
十
一
時
發
列
車
に
搭
し
て
神
奈
川
に
至
る
途
上
、

男
女
の
海
邊
に
徒
步
し
て
蛤
藻
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
が
ふ
さ
う
」
。
］
の
屬
を
採
る
を
觀
る
。
神
奈
川
よ

り
程
ヶ
谷
へ
行
か
ん
と
思
ひ
し
に
先
日
來
の
雨
に
て
道
路
頗
る
泥
濘
な
り
と
聞
き
、
乃
ち
足
を
轉
し
て
橫

濱
に
趣
き
、
道
を
東
南
に
取
て
進
む
こ
と
二
里
餘
日
野
に
至
る
。
此
地
橫
濱
鎌
倉
の
中
央
に
位
す
と
云
ふ
。

此
邊
道
路
狹
窄
泥
濘
甚
だ
し
。
又
迂
廻
に
し
て
步
を
浪
費
す
る
事
多
し
。
既
に
し
て
切
通
坂
に
至
る
道
路

の
惡
し
き
こ
と
極
れ
り
。
聞
く
往
年
橫
濱
の
惡
漢
、
是
に
於
て
車
客
に
向
て
種
〻
の
暴
行
を
加
え
た
り
と
。

但
そ
れ
寥
落
の
地
な
る
を
以
て
方
今
と
雖
と
も
夫
れ
或
は
之
有
ら
ん
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
方
今
」
「
は
う

こ
ん
」
。
現
在
只
今
。
］
。
坂
の
下
り
口
の
左
傍
に
土
の
崩
れ
た
る
あ
り
。
近
つ
い
て
之
を
案
し
て
一
化
石

を
得
た
り
。
第
一
圖
に
示
す
が
如
く
靑
白
の
土
上
に
褐
色
の
印
痕
あ
る
も
の
な
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
化
石
の
手
書
き
図
が
底
本
に
載
る
が
、
こ
の
画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
許
諾
を
得
な
い
と
使
用
出
来
な
い
の
で
、
各
人
で
ア
ク
セ
ス
し
て
見
て
貰
い
た
い
。

右
端
に
手
書
き
で
、 

 
 

 

明
治
十
八
年
四
月
十
六
日
鎌
倉
所
𫉬
、 

と
あ
り
、
化
石
図
の
左
上
方
に 

  
 

Fig.Ⅰ 

 

と
あ
る
。
サ
ン
ゴ
虫
類
或
い
は
海
藻
類
の
化
石
痕
か
。
図
が
粗
い
の
で
、
特
定
不
能
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
採
集
地
は
「
日
野
」
と
、
次
の
「
公
田
村
」
か
ら
、
こ
の
中
央
附
近
の
坂
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ

ー
タ
航
空
写
真
。
以
下
、
無
指
示
は
同
じ
）
で
あ
る
こ
と
が
推
定
出
来
る
。
私
は
初
任
校
が
柏
陽
で
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
辺
り
は
何
度
も
歩
き
（
一
番
楽
し
か
っ
た
横
浜
緑
ケ
丘
時
代
に
は
、
大
船
の
自
宅
か
ら
未

明
に
出
て
、
こ
の
坂
を
抜
け
て
、
長
途
を
歩
く
こ
と
、
六
回
ほ
ど
や
っ
た
）
、
聊
か
、
土
地
勘
が
あ
る
の

で
あ
る
。］ 

  

坂
を
下
り
て
往
く
こ
と
數
百
步
、
公
田
村
に
至
る
。
村
内
の
老
若
、
手
に
苞
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ

と
」
。
］
を
持
し
、
腕
に
數
珠
を
掛
け
て
囁
喃
步
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
せ
う
な
ん
ぽ
」
。
念
仏
或
い
は
経
文

を
呟
き
な
が
ら
歩
く
こ
と
。
］
し
來
る
。
之
を
問
ふ
に
、
乃
曰
く
圓
覺
寺
、
本
日
法
會
を
修
せ
る
に
詣
せ

る
な
り
と
。
山
内
村
を
通
り
行
く
に
圓
覺
寺
道
路
の
衝
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
よ
う
」
。
突
き
当
り
。
］

に
當
れ
り
。
寺
内
を
通
り
な
が
ら
一
見
す
る
に
靑
松
蓊
鬱
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
を
う
う
つ
」
。
］
と
し
て

https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/9
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92234-0051+%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%B8%82%E6%B8%AF%E5%8D%97%E5%8C%BA%E6%97%A5%E9%87%8E/@35.3820974,139.5614754,4215m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x60185b329556a19b:0x9f82613870b1af5c!8m2!3d35.3919519!4d139.5802054!16s%2Fg%2F122ds7pc?entry=ttu


許
由
の
瓢
を
鳴
ら
し
て
、
堂
宇
甍
を
列
べ
て
徒
ら
に
蜂
房
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
は
う
ば
う
」
。
蜂
の
巢
。

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
］
を
懸
下
せ
り
。
や
が
て
寺
門
を
通
り
ぬ
け
進
み
行
く
に
、
當
日
法

會
の
某
所
に
在
り
し
故
に
や
僧
徒
數
十
人
頭
に
笠
を
戴
き
、
手
に
杖
を
鳴
ら
し
つ
ゝ
數
十
人
列
を
成
し
て

步
み
來
た
れ
り
。
道
を
右
傍
に
屈
し
て
坂
路
あ
り
、
走
り
下
る
に
道
傍
延
胡
索
の
屬
小
な
る
者
甚
だ
多
き

を
見
る
。
行
く
事
數
町
、
道
の
左
傍
に
小
祠
を
見
る
。
佐
助
稻
荷
と
書
せ
り
。
西
南
の
山
側
小
村
落
を
見

る
。
卽
ち
長
谷
な
り
。
余
是
に
於
て
旅
舍
の
近
き
に
在
る
を
知
り
、
步
を
早
く
し
て
行
く
。
道
の
岐
分
す

る
所
に
碑
石
あ
り
、
芭
蕉
翁
が
詠
、
「
夏
艸
や
つ
は
も
の
ど
も
が
夢
の
跡
」
と
い
ふ
を
刻
せ
り
。
長
谷
村

に
入
り
て
街
道
の
右
に
小
祠
あ
り
、
甘
繩
神
社
と
い
ふ
此
村
の
鎭
守
に
し
て
天
照
大
神
を
奉
祀
せ
り
。
往

時
文
治
の
頃
賴
朝
こ
の
祠
に
詣
し
て
幣
を
奉
け
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
た
り
と
い
ふ
。
當
時
そ
れ

或
は
莊
美
の
祠
殿
な
り
し
や
知
ら
さ
れ
と
も
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
総
て
清
音
は
マ
マ
。
］
、
現
今
は
矮
陋

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
わ
い
ら
う
」。］
何
の
見
所
も
な
き
小
祠
也
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
道
を
右
傍
」
（
み
ぎ
か
た
は
ら
）
「
に
屈
し
て
坂
路
あ
り
」
一
見
す
る
と
、
旧
「
巨

福
呂
坂

こ
ぶ
く
ろ
ざ
か

切
通
」
、
現
在
の
国
道
二
十
一
号
の
「
巨
福
呂
坂
切
通
」
の
北
西
の
建
長
寺
の
前
の
、
こ
の
中
央

附
近
か
ら
圓
應
寺
の
山
側
を
南
南
西
に
尾
根
を
登
り
、
南
東
に
進
み
、
青
梅
聖
天
社
へ
下
っ
て
、
鶴
岡
八

幡
宮
の
北
西
の
向
か
い
の
国
道
二
十
一
号
に
出
る
ル
ー
ト
で
の
よ
う
に
一
見
、
見
え
る
（
私
が
「
鎌
倉
七

切
通
」
の
内
、
唯
一
、
完
全
踏
破
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
私
は
鎌
倉
側
か
ら
青
梅
聖
天
社
を
経
て
登

り
詰
め
が
、
人
家
を
抜
け
な
い
と
行
け
な
い
た
め
、
通
行
不
能
で
あ
っ
た
。
私
の
「
『
風
俗
畫
報
』
臨
時

増
刊
「
鎌
倉
江
の
島
名
所
圖
會
」
附
録 

鎌
倉
實
測
圖
」
の
内
、
こ
ち
ら
の
図
（
画
像
）
の
中
央
附
近
に

点
線
で
記
さ
れ
て
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
）
が
、
し
か
し
、
熊
楠
は
建
長
寺
を
記
述
し
て
お
ら
ず
、
し
か

も
「
道
を
右
傍
に
屈
し
て
坂
路
あ
り
、
走
り
下
る
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
長
寺
に
さ
え
行
っ
て
い
な
い

こ
と
が
判
り
、
熊
楠
は
旧
「
巨
福
呂
坂
切
通
」
を
踏
破
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
手
前
の
「
長
壽
寺
」
を
右

に
折
れ
て
急
坂
の
「
龜
ケ
谷
坂
（
か
め
が
や
つ
ざ
か
）」
を
下
っ
て
「
扇
ケ
谷
」
に
出
、
さ
ら
に
「
海
藏
寺
」

手
前
か
ら
「
化
粧
坂
」（
け
わ
い
ざ
か
）
を
登
っ
て
、
尾
根
伝
い
に
「
佐
助
稻
荷
」
に
至
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
の
で
あ
る
。 

「
延
胡
索
」
「
え
ん
ご
さ
く
」
こ
れ
は
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
目
ケ
シ
科
ケ
マ
ン
ソ
ウ
亜
科
キ
ケ
マ
ン
属 

C
o
ryd

a
lis 

を
指
す
。
本
邦
に
は
二
十
種
近
く
が
分
布
す
る
の
で
、
花
の
色
や
形
状
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
だ
け
で
は
種
同
定
は
出
来
な
い
。 

『
道
の
岐
分
す
る
所
に
碑
石
あ
り
、
芭
蕉
翁
が
詠
、
「
夏
艸
や
つ
は
も
の
ど
も
が
夢
の
跡
」
と
い
ふ
を
刻

せ
り
』
こ
れ
は
、
ず
っ
と
南
南
西
に
行
っ
た
鎌
倉
市
街
地
の
こ
こ
に
あ
る
「
六
地
蔵
」
（
旧
地
名
を

「
飢
渇
畠

け
か
ち
ば
た
け

」
と
言
う
。
鎌
倉
時
代
、
こ
の
先
に
あ
っ
た
問
注
所
で
、
死
罪
を
宣
告
さ
れ
た
罪
人
が
、
近
く

の
裁
許
橋
を
渡
り
こ
こ
に
あ
っ
た
処
刑
場
で
処
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
刑
場
ゆ
え
に
耕
作
を
し
な
い
更
地

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
地
名
で
あ
る
）
の
背
後
に
あ
る
。
狭
い
中
に
建
立
さ
れ
て
い
る
た
め
、
調
べ
た
が
、

同
句
の
碑
の
写
真
が
見
当
た
ら
な
い
。
私
も
何
度
も
行
っ
た
が
、
異
様
に
狭
苦
し
い
状
態
で
、
見
難
い
。

そ
も
そ
も
、
場
違
い
な
句
碑
で
、
私
は
感
心
し
な
い
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
雪
ノ
下
住
で
芭
蕉
の
弟
子
で
あ
っ

た
松
尾
百
遊
が
芭
蕉
の
没
後
九
十
二
年
に
建
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
嘗
て
は
、
こ
こ
を
「
芭
蕉
の
辻
」
と

も
称
し
た
ら
し
い
。
こ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
、
私
の
「
鎌
倉
日
記
（
德
川
光
圀
歴
覽
記
） 

巽
荒
神
／
人

https://www.google.com/maps/@35.3303228,139.5526919,313m/data=!3m1!1e3?entry=ttu
https://www.google.com/maps/@35.3303228,139.5526919,313m/data=!3m1!1e3?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E9%9D%92%E6%A2%85%E8%81%96%E5%A4%A9%E7%A4%BE/@35.3277275,139.5545771,186m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x601845b924001019:0x41d91b0145bd7d2d!8m2!3d35.3279764!4d139.5545034!16s%2Fg%2F11g6bknht7?entry=ttu
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/09/post-3377.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/09/post-3377.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/.shared/image.html?/photos/uncategorized/2014/09/26/1.jpg
https://www.google.com/maps/place/%E7%94%B1%E6%AF%94%E3%82%AC%E6%B5%9C%E3%81%AE%E5%85%AD%E5%9C%B0%E8%94%B5/@35.3153887,139.5465359,55m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x601845e9b12aba8b:0xbc628f6ebb55ec3b!8m2!3d35.3153887!4d139.5465359!16s%2Fg%2F1tjrpyhm?entry=ttu
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2012/12/post-01af.html


丸
墓
／
興
禅
寺
／
無
景
寺
谷
／
法
性
寺
屋
敷
／
千
葉
屋
敷
／
諏
訪
屋
敷
／
左
介
谷
／
裁
許
橋
／
天
狗
堂
／

七
観
音
谷
／
飢
渇
畠
／
笹
目
谷
／
塔
辻
／
盛
久
首
座
／
甘
繩
明
神
」
を
見
ら
れ
た
い
。
な
お
、
叙
述
で
は
、

こ
の
六
地
蔵
が
「
長
谷
村
」
の
中
に
あ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
「
大
町
」
で
あ
る
。
但
し
、

こ
の
六
地
蔵
を
南
西
に
行
く
「
由
比
ガ
浜
通
り
」
は
長
谷
往
還
の
道
で
は
あ
る
。 

「
甘
繩
神
社
」
こ
こ
。
正
し
く
は
「
甘
繩
神
明
宮
」
。
私
は
、
こ
の
神
域
の
裏
山
を
幼
少
期
か
ら
密
か
に

愛
し
て
い
る
。］ 

  

道
の
左
傍
に
旅
宿
あ
り
、
三
橋
與
八
と
云
ふ
村
の
比
較
に
取
て
は
頗
る
壯
美
の
家
な
り
。
一
室
に
入
り

て
茶
を
喫
み
婢
に
何
時
と
問
へ
ば
、
則
答
へ
て
五
時
過
な
り
と
云
へ
り
。
每
年
今
頃
は
京
濱
の
士
女
續
々

と
此
邊
へ
出
掛
る
な
る
に
今
年
は
陰
雨
の
永
へ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
と
こ
し
へ
」
。
］
に
續
き
て
止
さ
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
が
爲
め
に
、
右
幕
府
の
故
趾
を
訪
ふ
の
士
も
甚
少
し
と
み
へ
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
マ
マ
。
］
、
此
宿
舍
の
如
き
も
寥
々
と
し
て
各
室
槪
ね
人
な
し
。
未
だ
晚
に
は
早
け
れ
は
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
暫
時
其
邊
へ
遊
び
に
行
ん
と
宿
を
出
で
東
に
趣
き
由
井
濱
に
至
る
。
此
濱
あ
ま
り
長

か
ら
ず
、
又
あ
ま
り
廣
か
ら
さ
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
や
う
に
見
受
た
り
。
渚
沙
の
邊
を
緩
步

し
て
何
が
な
奇
物
を
と
探
れ
ど
も
別
に
奇
き
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く
し
き
」
。
］
も
の
な
し
。
た
ゞ
一
魚

齒
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
平
凡
社
版
に
は
『
（
第
二
図
）
』
と
こ
こ
に
あ
る
が
、
底
本
に
は
、
こ
れ
も
図
も
、

な
い
。
］
及
一
二
の
介
殼
を
拾
へ
る
の
み
、
「
ウ
ミ
ヒ
バ
」
多
く
浪
に
打
ち
上
ら
れ
た
り
。
又
海

星

シ
ー
ス
タ
ー
ル

［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
言
わ
ず
も
が
な
「sea star

」
で
「
ヒ
ト
デ
」］
。
の
屬
を
見
る
。
濱
の
上
邊
に
は
ハ
マ
ヒ
ル

ガ
オ
、
ハ
マ
ビ
シ
等
生
せ
り
。
六
時
頃
宿
に
歸
り
晚
餐
を
執
る
。
其
後
、
燈
前
に
兀
坐
し
無
聊
爲
す
所
な

し
。
隣
室
に
人
多
く
集
ま
り
酒
を
飮
て
快
談
す
。
其
音
鴃
舌
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
げ
き
ぜ
つ
」
。
］
と
ま

で
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
な
に
や
ら
一
向
解
す
る
に
苦
し
み
し
が
、
靜
か
に
之
を
詳
悉
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
し
や
う
し
つ
」
。
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
。
］
す
る
に
、
彼
等
の
内
五
人
は
婦
人
に
て
一
人
は
男
な
り
。
陸

中
の
人
な
る
が
、
今
回
東
京
を
見
お
わ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
つ
い
で
に
此
邊
を
見
に
來
れ
る

に
て
、
五
人
の
婦
女
一
向
東
京
語
を
曉
ら
ず
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
と
ら
ず
」。
］
、
故
に
此
男
を
雇
ひ
來

り
て
通
辯
を
な
さ
し
め
以
て
買
物
な
ど
を
調
へ
る
な
り
。
此
男
又
國
許
に
在
し
時
、
鎌
倉
節
を
習
ひ
、
頗

る
熟
せ
り
。
今
鎌
倉
に
來
り
て
鎌
倉
節
を
謳
ふ
は
聲
の
所
に
應
ず
る
な
り
な
ど
い
ひ
て
揚
々
と
謳
ひ
し
に
、

衆
婦
皆
笑
ひ
の
ゝ
し
れ
り
。
余
是
に
於
て
亦
婢
を
喚
て
酒
三
合
を
命
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
、
立

ろ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
ち
ど
こ
ろ
」
。
］
に
盡
く
す
。
乃
ち
傴
臥
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く
が
」
。
背
を

曲
げ
て
横
に
な
る
こ
と
。
］
し
て
獨
り
浩
々
、
夜
半
眼
さ
め
、
正
に
雨
滴
の
石
を
打
つ
を
聞
く
。
心
之
が

爲
め
に
呆
然
た
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
道
の
左
傍
に
旅
宿
あ
り
、
三
橋
與
八
と
云
ふ
村
の
比
較
に
取
て
は
頗
る
壯
美
の
家

な
り
」
旧
「
三
橋
旅
館
」
。
「
『
風
俗
畫
報
』
臨
時
增
刊
「
鎌
倉
江
の
島
名
所
圖
會
」 

江
島
／
旅
舘
」
に
、 

 
 

 

＊ 

 

三
橋
與
八 

 
 

 
 

 

長
谷
觀
音
前
に
あ
り
。 

 
 

 

＊ 

と
出
る
。
現
存
し
な
い
が
、
同
旅
館
の
蔵
が
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
に
残
る
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2012/12/post-01af.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2012/12/post-01af.html
https://www.google.com/maps/place/%E7%94%98%E7%B8%84%E7%A5%9E%E6%98%8E%E5%AE%AE/@35.3138327,139.5351375,627m/data=!3m1!1e3!4m15!1m8!3m7!1s0x60185b329556a19b:0x9f82613870b1af5c!2z44CSMjM0LTAwNTEg56We5aWI5bed55yM5qiq5rWc5biC5riv5Y2X5Yy65pel6YeO!3b1!8m2!3d35.3919519!4d139.5802054!16s%2Fg%2F122ds7pc!3m5!1s0x601845f2165f899f:0xd8067dbebfb3fef6!8m2!3d35.3144449!4d139.5370803!16s%2Fg%2F11c3wvbhqy?entry=ttu
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/10/post-950f.html
https://www.google.com/maps/place/%E6%97%A7%E4%B8%89%E6%A9%8B%E6%97%85%E9%A4%A8%E8%94%B5/@35.3107848,139.5350353,17z/data=!4m15!1m8!3m7!1s0x6018459b80ac5619:0x5700747a399f2502!2z56We5aWI5bed55yM6Y6M5YCJ5biC!3b1!8m2!3d35.3192128!4d139.5466731!16zL20vMGdxbV8!3m5!1s0x601845dd1704c507:0xea318a802ce3963e!8m2!3d35.3125149!4d139.5361482!16s%2Fg%2F11s0s490c7?entry=ttu


「
由
井
濱
」
こ
の
場
合
は
、「
坂
ノ
下
海
岸
」
に
ま
ず
は
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

「
ウ
ミ
ヒ
バ
」
「
海
檜
葉
」
で
、
刺
胞
動
物
門
花
虫
綱
八
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
ウ
ミ
ト
サ
カ
目
石
灰
軸
亜
目
オ

オ
キ
ン
ヤ
ギ
科
ウ
ミ
ヒ
バ
属
ウ
ミ
ヒ
バ C

a
llo

g
o
rg

ia
 fla

b
ellu

m
 

。
イ
ン
ド
洋
か
ら
西
太
平
洋
及
び
中
央
ア

メ
リ
カ
大
西
洋
岸
の
数
百
メ
ー
ト
ル
の
深
海
底
に
産
し
、
日
本
で
は
相
模
湾
に
多
い
。
群
体
は
交
互
羽
状

分
岐
を
し
、
一
平
面
状
に
広
が
り
、
樹
木
の
ヒ
ノ
キ
の
小
枝
に
似
て
い
る
。
骨
軸
は
細
く
淡
褐
色
で
、
骨

片
を
含
ま
ず
、
節
部
を
持
た
な
い
。
ま
た
、
骨
軸
は
石
灰
化
し
て
強
い
。
ポ
リ
プ
は
鱗
片
状
の
骨
片
に
包

ま
れ
、
共
肉
内
に
退
縮
す
る
こ
と
は
な
い
。
ポ
リ
プ
は
枝
上
に
四
個
ず
つ
輪
生
し
、
軸
方
向
に
強
く
弧
状

に
屈
曲
し
、
背
側
に
約
十
個
、
腹
側
に
一
、
二
個
の
鱗
片
を
備
え
る
。
上
端
に
は
八
個
の
蓋
鱗
（
が
い
り

ん
）
を
備
え
る
。
群
体
は
高
さ
、
幅
と
も
に
一
メ
ー
ト
ル
を
越
え
、
細
枝
は
十
～
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

各
ポ
リ
プ
は
一
・
五
～
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
で
あ
る
。
近
似
種
オ
オ
キ
ン
ヤ
ギ

P
rim

n
o
a
 

resed
a
efo

rm
is p

a
cifica

や
マ
ク
カ
ブ
ト
ヤ
ギA

rth
ro

g
o
rg

ia
 ijim

a
i

は
二
叉
状
に
分
岐
を
し
、
ホ
ソ
ウ
ミ
ヒ

バT
h
o
u
a
rella

 h
ilg

en
d
o
rfi

や
ト
ゲ
ハ
ネ
ウ
チ
ワP

lu
m

a
rella

 sp
in

o
sa

は
交
互
羽
状
分
岐
を
す
る
が
、
ポ
リ

プ
は
弱
く
屈
曲
す
る
の
み
で
、
腹
側
に
三
、
四
個
の
鱗
片
を
備
え
る
。
こ
れ
ら
の
種
は
、
と
も
に
日
本
の

太
平
洋
沿
岸
の
数
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
深
所
か
ら
採
集
さ
れ
る
（
主
文
は
小
学
館
「
日
本
大
百
科
全
書
」

に
拠
っ
た
。
こ
の
場
合
、
最
後
に
載
っ
た
近
似
種
を
含
む
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。 

「
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
」
私
の
好
き
な
「
濱
晝
顏
」
。
ナ
ス
目
ヒ
ル
ガ
オ
科
ヒ
ル
ガ
オ
亜
科
ヒ
ル
ガ
オ
科
ヒ
ル

ガ
オ
属
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ C

a
lysteg

ia
 so

ld
a
n
ella

 

。 

「
ハ
マ
ビ
シ
」
「
濱
菱
」
。
中
文
名
「
蒺
黎

い
つ
れ
い

」。
ハ
マ
ビ
シ
目
ハ
マ
ビ
シ
科
ハ
マ
ビ
シ
属
ハ
マ
ビ
シ T

rib
u

lu
s 

terrestris

。
本
邦
で
は
温
暖
な
地
方
の
砂
浜
に
生
え
る
海
浜
植
物
で
あ
る
が
、
乾
燥
地
帯
で
は
内
陸
に
も

植
生
す
る
。
現
在
の
ハ
ー
ブ
と
し
て
健
康
食
品
な
ど
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
果
実
を
乾
燥
し
た
も
の
は

「
疾
黎
子

し

つ

れ
い

し

」
と
い
う
生
薬
名
で
利
尿
・
消
炎
作
用
を
効
能
と
し
て
い
る
。 

「
鴃
舌
」「
モ
ズ
の
囀
り
」
の
意
か
ら
、「
意
味
の
判
ら
な
い
言
葉
・
外
国
人
な
ど
の
話
す
意
味
の
不
明
の

言
葉
を
卑
し
め
て
言
う
語
。 

「
鎌
倉
節
」
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
流
行
唄
の
一
つ
。
「
鎌
倉
の
御
所
の
お
庭
」
と
い
う
歌
詞
か
ら

の
名
。
「
木
遣

き

や

り

音
頭
」
か
ら
出
た
の
で
「
木
遣
く
ず
し
」
と
も
称
し
た
。
江
戸
の
飴
屋
が
歌
い
始
め
て
流

行
し
た
。］ 

  
 

○
十
七
日 

 

朝
六
時
起
て
戶
を
開
け
ば
則
一
天
曇
陰
、
一
𨻶
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
ち
げ
き
」
。
］
の
陽
光
り
漏
ら

す
な
し
。
十
時
草
鞋
を
穿
ち
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
う
が
ち
て
」
。
穿は

い
て
。
］
出
づ
。
道
路
膏
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
ぶ
ら
」
。
］
の
如
く
一
步
悉
く
意
を
注
す
。
道
傍
に
空
地
有
り
、
石
碑
に
刻
し
て
日
蓮
上

人
牢
屋
敷
の
跡
と
い
う
。
北
に
向
か
ひ
行
く
事
數
町
、
佛
頭
の
高
く
門
上
に
聳
へ
た
る
を
見
る
。
則
知

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
す
な
は
ち
、
し
る
」
。
］
其
果
し
て
鎌
倉
大
佛
な
る
を
。
門
に
額
を
揭
て
大
異
山
と

書
せ
り
。
門
を
入
り
て
大
佛
の
前
に
至
り
、
仰
瞻
良
久
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
ふ
ぎ
み
る
。
や
や
、
ひ

さ
し
」
。
］
、
右
側
の
家
に
鎌
倉
地
圖
大
佛
寫
眞
等
を
賣
る
あ
り
、
乃
就
て
地
圖
と
寫
眞
と
を
購
ふ
。
僧
予

を
延
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ひ
き
て
」
。
］
佛
の
體
内
に
入
り
階
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
き
ざ
は
し
」
。
］
を



上
り
て
三
尊
及
觀
音
を
見
せ
し
む
。
此
觀
音
像
は
德
川
家
康
の
納
進
す
る
所
と
云
ふ
、
そ
れ
よ
り
鶴
岡
八

幡
宮
に
詣
す
。
宮
は
南
に
向
て
立
て
り
。
社
殿
美
な
り
と
雖
も
、
頗
る
聞
く
所
よ
り
小
な
り
。
百
聞
一
見

不
如
の
言
、
洵
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ま
こ
と
に
」
。
］
欺
か
ざ
る
な
り
。
石
壇
を
上
り
て
之
を
見
下
て

若
宮
を
見
る
。
若
宮
は
本
社
の
下
右
方
に
在
り
、
又
下
の
宮
と
い
ふ
。
仁
德
天
皇
を
奉
祀
す
。
靜
女
が
袖

を
飜
し
て
「
し
づ
や
し
づ
」
の
吟
詠
あ
り
し
は
、
こ
の
神
前
に
於
て
せ
り
と
い
ふ
。
此
近
傍
に
双
枝
の
竹

を
栽
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
う
ゑ
」
。
］
た
り
。
鶴
岡
の
東
方
に
賴
朝
の
邸
址
あ
り
。
其
地
、
方
六
町
許
瓦

片
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
は
ら
け
」
。
］
田
圃
の
中
に
磊
砢
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ら
い
ら
」
。
多
く
積
み

重
な
っ
て
い
る
さ
ま
。
］
と
し
て
、
徒
ら
に
古
色
の
日
々
古
へ
を
增
す
を
致
せ
り
。
北
方
の
丘
上
に
賴
朝

の
墓
有
り
。
苔
む
し
蘿
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
た
」
。
］
纏
ひ
字
々
讀
む
べ
か
ら
ず
。
其
東
に
大
江
廣

元
・
島
津
忠
久
の
墓
有
り
。
二
階
堂
村
に
至
り
鎌
倉
宮
を
見
る
。
凡
そ
鎌
倉
の
名
所
と
稱
す
る
者
、
其
數

多
し
と
雖
も
、
其
實
一
坪
の
墟
禾
麥
箕
子
を
泣
か
し
め
、
一
个
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
つ
こ
」
。
］
の
穴
、

狐
を
棲
し
め
狸
を
息
は
し
む
る
も
の
に
過
ぎ
ず
。
之
を
尋
ね
之
を
辨
ず
る
こ
と
、
ま
こ
と
に
難
く
、
人
を

し
て
識
別
に
苦
ま
し
む
。
名
所
か
迷
所
か
我
れ
そ
の
何
れ
か
當
れ
る
を
知
ら
ず
。
た
と
ひ
終
日
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
「
ひ
ね
も
す
」
。
］
杖
を
牽
き
足
を
痛
ま
し
む
る
も
、
其
益
を
得
る
事
實
に
少
々
な
ら
ん
。
且
つ

降
雨
益
々
盆
を
傾
け
、
鞋
損
じ
、
衣
霑
ふ
を
以
て
久
し
く
止
ま
る
能
は
ず
、
步
を
却
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
か
へ
し
て
」
。
］
宿
に
歸
る
。
時
已
に
二
時
な
り
。
五
六
時
の
交
に
至
り
雨
寖
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
や
う
や
く
」
。「
漸
」
に
同
じ
。
］
止
む
。
し
か
れ
ど
も
、
一
天
の
陰
闇
少
し
も
決
𨻶
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
隙
間
。
ち
ょ
っ
と
し
た
一
瞬
の
変
化
。］
な
し
。
夜
九
時
に
至
り
寢
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
日
蓮
上
人
牢
屋
敷
の
跡
」
こ
れ
は
、
移
動
の
地
理
状
況
か
ら
、
長
谷
寺
の
北
西
直
近

に
あ
る
「
光
則
寺
」
に
あ
る
「
日
朗
上
人
の
土
牢
」（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
、
無
指
示
は

同
じ
）
の
誤
り
で
あ
る
。 

「
若
宮
」
こ
れ
は
鶴
岡
八
幡
宮
本
宮
を
下
っ
た
、
下
に
向
か
っ
て
左
（
東
）
に
あ
る
「
若
宮
」
。
但
し
、

本
来
の
「
鶴
岡
八
幡
宮
」
が
勧
請
さ
れ
た
時
の
「
若
宮
」
は
、
ず
っ
と
海
側
の
現
在
の
材
木
座
の
こ
こ
に

あ
る
。
こ
こ
の
北
西
直
近
に
藪
野
家
の
本
家
が
あ
っ
た
（
昨
年
、
父
の
兄
は
逝
去
）
。
因
み
に
、
そ
の
全

く
反
対
側
の
南
東
直
近
に
は
、
芥
川
龍
之
介
が
新
婚
時
代
に
住
ん
だ
家
が
あ
っ
た
。
「
辻
の
薬
師
」
の
横

須
賀
線
を
挟
ん
だ
反
対
側
で
あ
る
。
私
の
偏
愛
す
る
芥
川
龍
之
介
と
の
地
理
上
の
奇
し
き
近
き
縁
を
知
っ

た
の
は
、
遅
蒔
き
な
が
ら
、
大
学
生
の
時
で
あ
っ
た
。 

「
双
枝
の
竹
」
如
何
な
る
竹
な
の
か
不
詳
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。 

「
賴
朝
の
邸
址
」
現
在
の
「
大
倉
幕
府
跡
」
。 

「
賴
朝
の
墓
」
「
法
華
堂
跡
（
源
頼
朝
墓
）
」
。
但
し
、
実
際
の
法
華
堂
（
現
行
の
頼
朝
の
墳
墓
は
島
津
氏
が

勝
手
に
デ
ッ
チ
ア
ゲ
た
も
の
で
あ
り
、
頼
朝
は
墓
石
で
は
な
く
、
法
華
堂
と
し
て
存
在
し
た
）
は
、「
頼
朝

の
墓
」
の
登
る
手
前
の
左
に
あ
る
「
よ
り
と
も
児
童
公
園
」
が
そ
の
跡
地
で
あ
る
。
因
み
に
、
私
が
生
ま
れ

る
前
後
、
私
の
父
母
は
、
こ
の
東
に
あ
る
荏
柄
天
神
の
境
内
に
お
り
、
母
は
老
婆
の
や
っ
て
い
た
「
頼
朝

の
墓
」
の
右
手
に
あ
っ
た
「
よ
り
と
も
茶
屋
」
の
女
中
を
し
て
い
た
。 

「
大
江
廣
元
・
島
津
忠
久
の
墓
有
り
」Y

ah
o
o

地
図
の
こ
こ
。
源
頼
朝
墓
の
東
側
の
山
の
中
腹
に
三
つ
の

「
や
ぐ
ら
」
が
並
ぶ
が
、
そ
の
中
央
が
大
江
広
元
の
、
左
が
、
そ
の
子
で
毛
利
氏
の
祖
と
な
っ
た
毛
利
季

https://www.google.com/maps/place/%E6%97%A5%E6%9C%97%E4%B8%8A%E4%BA%BA%E3%81%AE%E5%9C%9F%E7%89%A2/@35.3129574,139.5327142,17.75z/data=!4m14!1m7!3m6!1s0x601845f46ea334c9:0xc7a9ec84d35946a5!2z5YWJ5YmH5a-6!8m2!3d35.3133705!4d139.532335!16s%2Fg%2F1hb_g3hkb!3m5!1s0x60184552f9f7857d:0x4e15c1ce04ac2b2d!8m2!3d35.313655!4d139.5319787!16s%2Fg%2F11qpt__50s?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E7%94%B1%E6%AF%94%E8%8B%A5%E5%AE%AE%EF%BC%88%E5%85%83%E5%85%AB%E5%B9%A1%EF%BC%89/@35.3131201,139.5522534,18.25z/data=!4m14!1m7!3m6!1s0x601845c79aaf2a39:0x3dd5f9d6df096872!2z6Iul5a6u!8m2!3d35.3255449!4d139.5564223!16s%2Fg%2F11gf1n__9l!3m5!1s0x601845dc6384bbcb:0x3c780f70c7ec8fa0!8m2!3d35.3128233!4d139.5525488!16s%2Fm%2F047m0p0?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%A4%A7%E8%94%B5%E5%B9%95%E5%BA%9C%E8%B7%A1/@35.3244839,139.5588764,17.25z/data=!4m14!1m7!3m6!1s0x601845c92024807f:0x8e8adbccebf2d4a2!2z5aSn6JS15bmV5bqc6Leh!8m2!3d35.3244866!4d139.5612004!16s%2Fg%2F11bwypbshc!3m5!1s0x601845c92024807f:0x8e8adbccebf2d4a2!8m2!3d35.3244866!4d139.5612004!16s%2Fg%2F11bwypbshc?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E6%B3%95%E8%8F%AF%E5%A0%82%E8%B7%A1(%E6%BA%90%E9%A0%BC%E6%9C%9D%E5%A2%93)/@35.3258475,139.5609751,20z/data=!4m14!1m7!3m6!1s0x601845c92024807f:0x8e8adbccebf2d4a2!2z5aSn6JS15bmV5bqc6Leh!8m2!3d35.3244866!4d139.5612004!16s%2Fg%2F11bwypbshc!3m5!1s0x601845c9ab75d4b7:0xfa2a8361b48a8de5!8m2!3d35.3261564!4d139.5611733!16s%2Fm%2F080b1pq?entry=ttu
https://map.yahoo.co.jp/v2/place/m76-FNKKHpA


光
の
、
右
が
源
頼
朝
の
子
と
も
い
わ
れ
る
島
津
忠
久
の
墓
で
あ
る
が
、
大
江
広
元
の
そ
れ
は
、
毛
利
の
後

代
の
デ
ッ
チ
ア
ゲ
で
あ
る
。
実
際
の
「
伝
広
元
の
墓
」
は
、
も
っ
と
東
方
の
十
二
所
に
近
い
浄
妙
寺
の
山
の

尾
根
に
あ
る
が
、
ま
ず
、
訪
ね
る
人
は
少
な
い
。 

「
鎌
倉
宮
」
大
塔
宮
護
良
親
王
が
軟
禁
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
屋
敷
跡
（
土
牢
は
ウ
ソ
っ
ぱ
ち
）
に
あ
り
、
同

親
王
を
祀
る
。
こ
こ
。
明
治
天
皇
が
作
っ
た
新
し
い
も
の
で
あ
る
。 

「
一
坪
の
墟
」
（
き
よ
）
「
禾
麥
」
（
く
わ
ば
く
）
「
箕
子
」
（
き
し
）
「
を
泣
か
し
め
」
所
謂
、
「
麦
秀
の
嘆
」

で
あ
る
。
「
史
記
」
の
「
宋
微
子
世
家
」
に
基
づ
く
「
亡
国
の
嘆
き
」
を
言
う
。
殷
の
箕
子

き

し

が
、
滅
び
た

殷
の
都
の
跡
を
通
り
過
ぎ
、
麦
畑
と
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
「
麥
秀
の
歌
」
を
作
っ

た
故
事
に
依
る
も
の
。］ 

  
 

○
十
八
日 

 

黎
明
天
を
望
む
に
、
漸
く
南
方
の
白
き
を
見
る
。
午
前
八
時
宿
を
出
で
、
西
方
に
向
か
ふ
、
長
谷
觀
音

の
境
内
を
過
ぐ
。
こ
の
觀
音
は
行
基
菩
薩
の
開
眼
す
る
所
に
し
て
隨
分
大
軀
な
り
と
聞
し
が
、
堂
宇
の
小

な
る
は
實
に
驚
く
べ
し
。
此
を
過
ぎ
て
御
靈
神
社
有
り
、
後
三
年
の
役
に
奮
鬪
せ
る
平
景
政
を
祭
る
。
建

久
五
年
正
月
、
八
田
知
家
此
社
へ
奉
幣
使
を
つ
と
め
た
る
事
有
と
い
ふ
。
そ
れ
よ
り
切
通
坂
を
經
て
七
里

ヶ
濱
に
出
づ
。
道
傍
に
蛞
蝓
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
な
め
く
じ
」
。
］
の
交
尾
す
る
を
見
る
。
雌
雄
圓
狀
を

な
し
て
草
葉
の
上
に
あ
り
、
白
涎
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
は
く
ぜ
ん
」
。
白
い
涎

よ
だ
れ

。
］
の
如
き
も
の
を
出
せ

り
。
七
里
濱
は
關
東
一
里
を
以
て
計か

ぞ

ふ
る
も
の
に
し
て
、
南
に
大
洋
を
眺
め
、
西
に
江
島
を
見
る
、
風
景

稍
喜
ぶ
べ
し
。
サ
ン
ド
ホ
ッ
パ
ー
の
屬
多
し
。
一
箇
の
木
塊
の
化
石
せ
る
を
得
た
り
、
長
さ
四
寸
幅
三
寸

許
り
、
杭
頭
の
化
せ
る
も
の
な
ら
ん
、
木
理
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
も
く
り
」
。
］
鮮
明
に
し
て
體
重
多
し
。

濱
の
中
途
に
小
流
あ
り
、
行
合
川
と
名
づ
く
。
僧
日
蓮
の
刑
に
遭
ふ
や
、
奇
怪
の
事
多
き
を
以
て
、
其
狀

を
具
す
る
の
使
と
時
賴
が
赦
免
狀
を
持
て
る
使
者
と
此
邊
に
行
き
合
ひ
た
る
を
以
て
此
名
を
傳
ふ
と
い
ふ
。

此
邊
「
海
綿
」、
「
ウ
ミ
ヒ
バ
」
等
多
く
打
上
ら
れ
た
り
。
又
、
雨
虎

あ
め
ふ
ら
し

の
多
く
死
せ
る
有
り
。
七
里
濱
の
終

る
處
腰
越
村
な
り
、
卽
ち
源
廷
尉
が
兄
の
爲
に
追
反
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
ひ
か
へ
」
。
］
さ
れ
た
る
處

に
し
て
、
村
内
万
福
寺
今
な
ほ
腰
越
狀
の
草
案
を
藏
す
と
い
ふ
。
海
邊
に
小
嶴
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し

や
う
あ
う
」
（
し
ょ
う
お
う
）
で
「
山
の
中
の
平
地
」
。
］
あ
り
、
岩
上
の
松
常
に
搖
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
ゆ
ら
ぐ
」
と
読
ん
で
お
く
。
］
を
以
て
、
こ
れ
を
小
動
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
こ
ゆ
る
ぎ
」
。
］
と
名

け
た
り
。
北
條
氏
康
の
歌
に
、
「
き
の
ふ
立
ち
け
ふ
小
ゆ
る
ぎ
の
い
そ
の
波
い
そ
ゐ
で
ゆ
か
ん
夕
ぐ
れ
の

み
ち
」
と
有
る
、
是
れ
な
り
。
村
を
出
て
亦
沙
濱
有
り
、
爰
に
寄
居
蟲
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
や
ど
か

り
」。］
の
大
さ
三
四
寸
な
る
者
數
個
を
見
る
。
思
ふ
に
、
此
邊
か
ゝ
る
種
に
富
め
る
な
ら
ん
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
御
靈
神
社
」
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
、
無
指
示
は
同
じ
）。

こ
の
神
社
は
私
の
好
き
な
場
所
で
、
い
ろ
い
ろ
な
記
事
で
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
、

「
『
風
俗
畫
報
』
臨
時
增
刊
「
鎌
倉
江
の
島
名
所
圖
會
」 

御
靈
社
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
「
平
」

（
鎌
倉
權
五
郞
）「
景
政
」
や
「
八
田
知
家
」
も
注
し
て
あ
る
。 

「
切
通
坂
」「
極
樂
寺
坂
切
通
」。 

「
サ
ン
ド
ホ
ッ
パ
ー
の
屬
」
英
名san

d
 h

o
p
p
er

で
あ
る
、
甲
殻
亜
門
軟
甲
綱
真
軟
甲
亜
綱
フ
ク
ロ
エ
ビ
上

https://www.google.com/maps/place/%E4%BC%9D+%E5%A4%A7%E6%B1%9F%E5%BA%83%E5%85%83%E3%81%AE%E5%A2%93/@35.3237707,139.5656268,16.25z/data=!4m6!3m5!1s0x601845331d11daef:0xe437612d08075250!8m2!3d35.323266!4d139.5760544!16s%2Fg%2F11h3ljg44n?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E9%8E%8C%E5%80%89%E5%AE%AE/@35.3237707,139.5656268,16.25z/data=!4m6!3m5!1s0x601845cb63a5be53:0x5e59307d7ddf7f79!8m2!3d35.3261929!4d139.5667737!16zL20vMDg1eHl6?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%BE%A1%E9%9C%8A%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.311124,139.5327227,15z/data=!4m6!3m5!1s0x601845f6b166eeeb:0x73896120254d7e85!8m2!3d35.311124!4d139.5327227!16s%2Fg%2F122jxd3r?entry=ttu
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/09/post-e7ac.html
https://www.google.com/maps/place/%E6%A5%B5%E6%A5%BD%E5%AF%BA%E5%88%87%E9%80%9A/@35.3094511,139.5311001,17.75z/data=!4m14!1m7!3m6!1s0x601845f6b166eeeb:0x73896120254d7e85!2z5b6h6ZyK56We56S-!8m2!3d35.311124!4d139.5327227!16s%2Fg%2F122jxd3r!3m5!1s0x601845c43ed0e559:0x3da8a35317f635eb!8m2!3d35.3093095!4d139.5317661!16s%2Fg%2F11k3ll6p3f?entry=ttu


目
端
脚
目
ハ
マ
ト
ビ
ム
シ
科 T

alitrid
ae

の
ハ
マ
ト
ビ
ム
シ
類
の
仲
間
と
考
え
て
よ
い
。
体
は
左
右
に
扁
平

で
、
頭
部
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
大
の
七
胸
節
、
六
腹
節
か
ら
な
る
。
二
対
の
触
角
の
う
ち
、
第
一

触
角
は
短
い
。
満
潮
線
付
近
の
砂
中
に
棲
息
す
る
種
が
多
く
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
海
藻
な
ど
に
附

着
す
る
バ
ク
テ
リ
ア
を
摂
餌
す
る
。
全
国
各
地
の
海
岸
で
普
通
に
見
ら
れ
る
体
長
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

一
般
種
で
あ
る
、
ハ
マ
ト
ビ
ム
シ
科
ヒ
メ
ハ
マ
ト
ビ
ム
シ
属
ヒ
メ
ハ
マ
ト
ビ
ム
シ P

la
to

rch
estia

 p
la

ten
sis 

や
、
体
長
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
大
型
種
の
、
同
科
ヒ
メ
ハ
マ
ト
ビ
ム
シ
属
ホ
ソ
ハ
マ
ト
ビ
ム
シ 

P
a
cifo

rch
estia

 p
ya

ta
ko

vi 

を
取
り
敢
え
ず
、
挙
げ
て
お
く
。 

「
行
合
川
」（
ゆ
き
あ
ひ
が
は
）
は
、
こ
の
「
行
合
橋
」
の
架
か
る
川
。 

「
僧
日
蓮
の
刑
に
遭
ふ
や
、
奇
怪
の
事
多
き
を
以
て
、…

…

」
所
謂
、
「
龍
ノ
口
の
法
難
」
で
あ
る
。
文

永
八
（
一
二
七
一
）
年
、
忍
性
や
念
阿
弥
陀
仏
等
が
連
名
で
幕
府
に
日
蓮
を
訴
え
、
さ
ら
に
、
平
頼
綱
に

よ
り
、
幕
府
や
諸
宗
を
批
判
し
た
と
し
て
佐
渡
流
罪
の
名
目
で
捕
縛
さ
れ
、
「
腰
越
龍
ノ
口
刑
場
」（
現
在

の
神
奈
川
県
藤
沢
市
片
瀬
に
日
蓮
宗
龍
口
寺
（
り
ゅ
う
こ
う
じ
）
が
あ
る
）
で
処
刑
さ
れ
か
け
た
が
、
奇

瑞
が
あ
っ
て
処
刑
を
免
れ
、
翌
十
月
に
佐
渡
へ
流
罪
と
変
更
さ
れ
た
。
但
し
、
奇
瑞
な
ん
ぞ
は
実
際
に
は

な
く
、
執
権
北
条
時
宗
が
死
一
等
を
減
じ
た
の
は
、
こ
の
時
に
正
妻
（
後
の
覚
山
尼
）
が
懐
妊
し
て
い
た

（
十
二
月
に
嫡
男
貞
時
を
出
産
）
こ
と
が
主
た
る
理
由
（
「
比
丘
殺
し
」
は
部
教
信
者
に
は
祟
り
が
怖
い

の
で
あ
る
）
と
私
は
踏
ん
で
い
る
。
他
に
、
幕
閣
内
に
日
蓮
に
帰
依
し
て
い
る
者
が
有
意
な
数
、
い
た
こ

と
も
大
き
い
。「
北
條
九
代
記 

卷
第
九 

日
蓮
上
人
宗
門
を
開
く
」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
海
綿
」
海
綿
動
物
門
普
通
海
綿
綱 D

em
o
sp

o
n
g
iae

の
カ
イ
メ
ン
類
。 

「
ウ
ミ
ヒ
バ
」「（
２
）」
で
既
出
既
注
。 

「
雨
虎

あ
め
ふ
ら
し

」
腹
足
綱
異
鰓
上
目
後
鰓
目
無
楯
亜
目
ア
メ
フ
ラ
シ
上
科
ア
メ
フ
ラ
シ
科
ア
メ
フ
ラ
シ
属
ア
メ
フ

ラ
シ A

p
lysia

 ku
ro

d
a
i 

。
詳
し
く
は
、
私
の
記
事
で
は
、『
畔
田
翠
山
「
水
族
志
」 

（
二
四
八
） 

ウ
ミ

シ
カ 

（
ア
メ
フ
ラ
シ
）
』
が
最
も
詳
し
い
。
な
お
、
ア
メ
フ
ラ
シ
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
御
存
知
な
い

方
が
多
い
の
で
、
私
の
「
隠
岐
日
記
４
付
録 

♪
知
夫
里
島
の
ア
メ
フ
ラ
シ
の
食
べ
方
♪
」
も
リ
ン
ク
さ

せ
て
お
く
。 

「
腰
越
村
」
神
奈
川
県
鎌
倉
市
腰
越
。 

「
源
廷
尉
」
源
九
郎
義
経
の
こ
と
。
「
廷
尉
（
て
い
ゐ
）
」
と
は
「
検
非
違
使
の
佐
尉
（
さ
ゐ
：
訓
で
は

「
す
け
の
じ
よ
う
」
）」
を
指
す
。
彼
は
寿
永
三
（
一
一
八
三
）
年
八
月
に
、
平
家
追
討
の
功
に
よ
り
「
左

衛
門
少
尉
」
に
任
じ
ら
れ
、「
検
非
違
使
」
に
補
せ
ら
れ
た
の
で
、
か
く
呼
ん
だ
。 

「
兄
」
異
母
兄
源
頼
朝
。 

「
万
福
寺
」
「
滿
福
寺
」
の
誤
り
。
こ
こ
。 

「
腰
越
狀
」
「
新
編
鎌
倉
志
卷
之
六
」
の
「
滿
福
寺
」
の
私
渾
身
の
「
腰
越
狀
」
及
び
現
代
語
訳
、
現
在
、

満
福
寺
に
伝
わ
る
「
腰
越
狀
下
書
」
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
テ
ク
ス
ト
化
を
ご
覧
あ
れ
。
な
お
、
こ
れ
は

私
が
三
十
四
年
前
に
満
福
寺
を
訪
れ
た
際
に
購
入
し
た
縮
刷
さ
れ
た
影
印
版
を
読
み
解
い
た
も
の
で
あ
る
。 

「
海
邊
に
小
嶴
あ
り
、
岩
上
の
松
常
に
搖
く
を
以
て
、
こ
れ
を
小
動
と
名
け
た
り
」
現
在
の
小
動
（
こ
ゆ

る
ぎ
）
神
社
（
こ
こ
が
平
地
と
な
っ
て
い
る
）
の
あ
る
「
小
動
の
鼻
」
（
現
行
で
は
「
小
動
岬
」
と
言
う
）

の
こ
と
。 

https://www.google.com/maps/place/%E8%A1%8C%E5%90%88%E6%A9%8B/@35.3124009,139.503078,14.75z/data=!4m6!3m5!1s0x60184f41b6d59fdf:0xfa29d6ef9997e4b5!8m2!3d35.3053107!4d139.5104215!16s%2Fg%2F11hbsm_52q?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E9%BE%8D%E5%8F%A3%E5%AF%BA/@35.3151444,139.4927331,13.5z/data=!4m14!1m7!3m6!1s0x60184f41b6d59fdf:0xfa29d6ef9997e4b5!2z6KGM5ZCI5qmL!8m2!3d35.3053107!4d139.5104215!16s%2Fg%2F11hbsm_52q!3m5!1s0x60184f02362cf11f:0x9cf57b9e781260d4!8m2!3d35.3116044!4d139.4894247!16s%2Fm%2F051yn0h?entry=ttu
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/06/post-6606.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2024/04/post-d99947.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/09/post-94eeab.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/09/post-94eeab.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2011/08/post-ba82.html
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92248-0033+%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C%E9%8E%8C%E5%80%89%E5%B8%82%E8%85%B0%E8%B6%8A/@35.3139377,139.4805337,14z/data=!3m1!4b1!4m6!3m5!1s0x60184f0e6b65d2ed:0xe15aa215c2f83402!8m2!3d35.3081864!4d139.4949175!16s%2Fm%2F04y9s8n?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E7%9C%9F%E8%A8%80%E5%AE%97+%E5%A4%A7%E8%A6%9A%E5%AF%BA%E6%B4%BE+%E9%BE%8D%E8%AD%B7%E5%B1%B1+%E5%8C%BB%E7%8E%8B%E9%99%A2+%E6%BA%80%E7%A6%8F%E5%AF%BA./@35.3074297,139.4923962,17.25z/data=!4m15!1m8!3m7!1s0x60184f0e6b65d2ed:0xe15aa215c2f83402!2z44CSMjQ4LTAwMzMg56We5aWI5bed55yM6Y6M5YCJ5biC6IWw6LaK!3b1!8m2!3d35.3081864!4d139.4949175!16s%2Fm%2F04y9s8n!3m5!1s0x60184f1a5329d451:0xb250c7751bc04885!8m2!3d35.3076525!4d139.4950175!16s%2Fg%2F12151hs4?entry=ttu
http://yab.o.oo7.jp/kamakurasi6.html
https://www.google.com/maps/place/%E5%B0%8F%E5%8B%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.3055722,139.4831921,15z/data=!4m15!1m8!3m7!1s0x60184f0e6b65d2ed:0xe15aa215c2f83402!2z44CSMjQ4LTAwMzMg56We5aWI5bed55yM6Y6M5YCJ5biC6IWw6LaK!3b1!8m2!3d35.3081864!4d139.4949175!16s%2Fm%2F04y9s8n!3m5!1s0x60184f1b92f30317:0xf4f001f65dac2f6c!8m2!3d35.3064119!4d139.4931044!16s%2Fg%2F122j3p25?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%B0%8F%E5%8B%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.3055722,139.4831921,15z/data=!4m15!1m8!3m7!1s0x60184f0e6b65d2ed:0xe15aa215c2f83402!2z44CSMjQ4LTAwMzMg56We5aWI5bed55yM6Y6M5YCJ5biC6IWw6LaK!3b1!8m2!3d35.3081864!4d139.4949175!16s%2Fm%2F04y9s8n!3m5!1s0x60184f1b92f30317:0xf4f001f65dac2f6c!8m2!3d35.3064119!4d139.4931044!16s%2Fg%2F122j3p25?entry=ttu


『
北
條
氏
康
の
歌
に
、
「
き
の
ふ
立
ち
け
ふ
小
ゆ
る
ぎ
の
い
そ
の
波
い
そ
ゐ
で
ゆ
か
ん
夕
ぐ
れ
の
み
ち
」

と
有
る
』
下
句
の
表
記
に
不
審
が
あ
っ
た
の
で
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
相
模

國 

こ
ゆ
る
ぎ
考
」
（
呉
文
炳
（
く
れ
ふ
み
あ
き
：
著
名
な
経
済
学
者
で
あ
っ
た
が
、
江
ノ
島
に
関
す
る

浮
世
絵
の
収
集
家
及
び
江
ノ
島
・
鎌
倉
の
研
究
者
と
し
て
も
と
み
に
知
ら
れ
る
）
・
土
屋
憲
二
共
著
／
昭

和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
邦
光
堂
刊
）
の
「
第
三
章 

散
文
・
紀
行
に
あ
ら
は
れ
た
こ
ゆ
る
ぎ
」
の
こ
こ

を
見
る
と
、 

 
 

 

＊ 

 

き
の
ふ
た
ち
け
ふ
小
ゆ
る
ぎ
の
磯
の
波
い
そ
ぎ
て
行
か
ん
夕
暮
の
み
ち 

 
 

 

＊ 

と
あ
っ
て
、
南
方
熊
楠
の
引
用
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
因
み
に
、
こ
の
歌
、
私
は
、
名
将
氏
康

は
、
こ
の
「
小
動
の
鼻
」
の
磯
辺
に
立
っ
て
、
こ
こ
を
通
っ
て
稲
村
ヶ
崎
の
引
き
潮
を
受
け
て
鎌
倉
攻
め
を

し
、
幕
府
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
成
功
し
た
仁
田
義
貞
の
面
影
を
懐
古
し
た
も
の
と
読
む
。 

「
村
を
出
て
亦
沙
濱
有
り
」
小
動
の
鼻
を
東
に
超
え
た
現
在
の
腰
越
漁
港
、
及
び
、
そ
の
西
に
現
在
の

「
江
の
島
大
橋
」
ま
で
続
く
藤
沢
市
の
片
瀬
海
岸
を
指
す
。 

「
寄
居
蟲
」
「
が
う
な
」
「
か
み
な
」
或
い
は
「
や
ど
か
り
」
と
読
む
。
甲
殻
亜
門
軟
甲
（
エ
ビ
）
綱
十
脚

（
エ
ビ
）
目
抱
卵
（
エ
ビ
）
亜
目
異
尾
（
ヤ
ド
カ
リ
）
下
目
ヤ
ド
カ
リ
上
科 P

ag
u

ro
id

ea 

に
含
ま
れ
る
種

群
。
サ
イ
ト
版
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
四
十
七 

介
貝
部 

寺
島
良
安
」
の
「
寄
居
蟲
（
か
う
な 

か

み
な
） 

［
ヤ
ド
カ
リ
類
］
」
が
あ
る
が
、
私
の
「
大
和
本
草
卷
之
十
四 

水
蟲 
介
類 

寄
居
蟲
（
カ

ミ
ナ
／
ヤ
ド
カ
リ
）」
も
、
多
少
、
参
考
に
な
る
か
。］ 

  

濱
と
江
の
島
の
間
、
潮
水
之
を
遮
る
其
間
半
町
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
五
十
四
・
五
五
メ
ー
ト
ル
。
］
に

足
ず
、
涉
人
、
往
來
を
辨
す
、
島
の
北
端
は
平
沙
濱
を
な
せ
り
。
海
鷗
群
飛
し
て
悲
鳴
す
。
海
蝦
の
漁
甚

多
し
。
鳥
居
を
過
て
一
丁
ば
か
り
人
家
對
列
す
、
旅
舍
多
し
、
之
を
西
の
町
と
云
ふ
。
輙
ち
惠
比
須
屋
茂

八
方
に
宿
し
出
で
島
上
に
遊
ぶ
。
介
貝
を
賣
る
肆
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
み
せ
」
。
］
多
し
。
每
肆
皆
な
ホ

ツ
ス
ガ
イ
を
列
示
す
、
こ
の
島
專
有
の
名
產
な
り
。
坊
の
衝
く
所
石
壇
有
り
、
上
れ
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
マ
マ
。
］
正
面
に
石
碑
あ
り
。
東
都
吉
原
妓
家
の
建
る
所
、
書
し
て
曰
く
、
最
勝
銘
最
勝
無
最
勝
匹

至
鈔
匪
名
、
起
滅
來
去
香
味
色
聲
事
物
蕭
寂
眞
空
崢
嶸
顯
處
漠
々
暗
裡
明
々 

明
治
甲
申 

原
坦
山
撰
と

あ
り
。
此
邊
に
案
内
者
あ
り
、
乃
一
人
を
雇
ひ
伴
ひ
行
く
。
邊
津
社
は
舊
下
の
宮
と
稱
し
、
建
永
元
年
僧

良
眞
が
源
實
朝
の
命
を
請
て
開
く
所
な
り
。
沖
津
社
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
「
中
津
社
」
が
正
し
い
。
］

は
舊
上
の
宮
と
號
し
、
文
德
帝
の
時
慈
覺
大
師
の
創
造
す
る
所
な
り
。
中
津
社
よ
り
奧
津
宮
に
至
る
其
間

の
道
を
山
二
つ
と
い
ふ
。
進
て
行
け
ば
介
肆
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
貝
殻
を
売
る
店
。
］
多
し
。
奧
津
社
舊

岩
屋
本
宮
の
御
殿
と
云
ふ
。
養
和
二
年
文
覺
が
賴
朝
の
祈
願
に
よ
り
龍
窟
の
神
を
此
に
勸
請
せ
る
な
り
。

社
前
に
酒
井
雅
樂
頭
の
眞
向
き
の
龜
と
號
す
る
畫
額
あ
り
。
但
し
余
の
見
を
以
て
す
れ
ば
、
寧
ろ
眞
拔
け

の
龜
と
稱
す
る
が
佳
な
ら
ん
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
濱
と
江
の
島
の
間
、
潮
水
之
を
遮
る
其
間
半
町
に
足
ず
、
涉
人
、
往
來
を
辨
す
」
当

時
の
江
ノ
島
の
様
子
は
、
私
の
『
サ
イ
ト
「
鬼
火
」
開
設
８
周
年
記
念 

日
本
そ
の
日
そ
の
日 

Ｅ
．
Ｓ
．

https://dl.ndl.go.jp/pid/1042097/1/58
https://dl.ndl.go.jp/pid/1042097/1/58
https://dl.ndl.go.jp/pid/1042097/1/58
https://dl.ndl.go.jp/pid/1042097/1/58
https://www.google.com/maps/place/%E7%89%87%E7%80%AC%E6%9D%B1%E6%B5%9C%E6%B5%B7%E6%B0%B4%E6%B5%B4%E5%A0%B4/@35.3059079,139.4853505,16.25z/data=!4m15!1m8!3m7!1s0x60184f0e6b65d2ed:0xe15aa215c2f83402!2z44CSMjQ4LTAwMzMg56We5aWI5bed55yM6Y6M5YCJ5biC6IWw6LaK!3b1!8m2!3d35.3081864!4d139.4949175!16s%2Fm%2F04y9s8n!3m5!1s0x60184efd564f2e39:0x712cc49144783074!8m2!3d35.3074799!4d139.4863188!16s%2Fg%2F122l8bjz?entry=ttu
http://yab.o.oo7.jp/wakan47.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-f9e3.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-f9e3.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/06/post-c304.html


モ
ー
ス 

石
川
欣
一
訳 

始
動 

／ 

第
五
章 

大
学
の
教
授
職
と
江
ノ
島
の
実
験
所 

１
』
以
下
の
、
同

章
を
通
読
さ
れ
る
（
第
五
章
は
、
カ
テ
ゴ
リ
『「
日
本
そ
の
日
そ
の
日
」
Ｅ
．
Ｓ
．
モ
ー
ス 

石
川
欣
一
訳

【
完
】』
で
全
二
十
二
回
）
と
、
私
が
グ
ダ
グ
ダ
解
説
す
る
よ
り
、
目
か
ら
鱗
で
あ
る
。
例
え
ば
、
当
時
は

し
っ
か
り
砂
州
が
あ
っ
て
（
満
潮
や
荒
天
時
は
切
れ
る
）、
平
時
は
陸
繋
島
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
日
本
そ

の
日
そ
の
日 

Ｅ
．
Ｓ
．
モ
ー
ス
（
石
川
欣
一
訳
） 

第
五
章 

大
学
の
教
授
職
と
江
ノ
島
の
実
験
所 

５ 

附
江
の
島
臨
海
実
験
所
の
同
定
」
の
私
の
注
で
引
用
し
た
地
図
を
見
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
実
は
現
在
、
江
の

島
に
初
め
て
砂
州
の
途
中
か
ら
桟
橋
が
架
け
ら
れ
た
の
は
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
と
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
「
日
本
そ
の
日
そ
の
日 

Ｅ
．
Ｓ
．
モ
ー
ス
（
石
川
欣
一
訳
） 

第
七
章 

江
ノ
島
に
於
る
採
集 

２

５ 

幻
の
桟
橋
」
の
モ
ー
ス
の
記
載
に
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
夏
の
時
点
で
、
極
め
て
脆
弱
で
は
あ
る

が
、
「
島
か
ら
本
土
へ
か
け
た
、
一
時
的
の
歩
橋
」
が
、
ま
さ
に
砂
州
の
途
中
か
ら
既
に
島
に
架
か
っ
て
い

た
事
実
が
記
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
！ 

「
西
の
町
」
こ
の
呼
称
は
現
在
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
貴
重
な
当
地
で
の
呼
称
と
し
て
非
常
に
貴
重
で

あ
る
。 

「
惠
比
須
屋
茂
八
」「
恵
比
寿
屋
」
と
し
て
現
存
す
る
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
「
『
風
俗
畫
報
』

臨
時
增
刊
「
江
島
・
鵠
沼
・
逗
子
・
金
澤
名
所
圖
會
」
よ
り
江
の
島
の
部 

１
５ 

惠
比
壽
樓
」
を
参
照
さ

れ
た
い
。 

「
最
勝
銘
無
最
勝
匹
、…

…

」
訓
読
を
試
み
る
。 

 
 

 

＊ 

「
最
勝
の
銘
」
。
「
最
勝
、
匹た

ぐ

ひ
無
く
、
至
妙
、
名
に
匪あ

ら

ず
。
起
滅
、
來
去

ら
い
き
よ

、
香
味
、
色
聲

し
き
し
や
う

、
事
物
は

蕭

寂

し
せ
う
じ
や
く

、
眞
空

し
ん
く
う

は
崢
嶸

さ
う
く
わ
う

た
り
。
顯
處

け
ん
し
よ

は
漠
々
、
暗
裡
は
明
々
た
り
。
明
治
甲
申 

原
擔
山
撰 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
最
勝
」
と
は
、
仏
教
の
教
典
の
一
つ
で
あ
る
「
金
光
明
最
勝
王
經
」
の
こ
と
。
「
法
華
經
」
・

「
仁
王
經

に
ん
の
う
き
ょ
う

」
と
と
も
に
、
「
国
家
鎮
護
」
の
「
三
部
経
」
と
さ
れ
る
経
典
で
あ
る
。「
色
聲
」
は
字
面
上
は

同
経
典
の
有
難
い
経
文
の
美
称
で
あ
ろ
う
が
、
確
信
犯
で
吉
原
の
妓
女
を
通
わ
せ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

「
眞
空
」
は
仏
語
で
、
一
切
は
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
、
我
と
か
実
体
と
か
言
っ
た
も
の
が
な
く
、
完
全
に

空
し
い
こ
と
を
言
う
語
で
あ
る
。
「
小
乗
」
で
は
、
こ
れ
を
悟
り
の
境
地
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
空
と

観
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
智
慧
が
発
現
す
る
際
、
そ
の
真
空
は
、
そ
の
ま
ま
「
妙

み
ょ
う

有う

」
（
真
実
の
有
。 

相
対

的
な
有
・
無
の
対
立
を
超
え
て
初
め
て
、
そ
の
空
の
上
に
こ
そ
存
在
の
真
実
の
姿
が
現
れ
る
と
す
る
も
の
）

で
あ
り
、
そ
れ
を
「
真
空
妙
有
」
と
呼
ぶ
。
則
ち
、
こ
の
「
空
」
は
、
た
だ
の
「
空
」
で
は
な
く
、
「
真

如
の
理
性
の
諸
相
を
離
れ
た
姿
」
な
の
で
あ
る
。
妓
女
を
苦
海
か
ら
浄
土
へ
と
導
く
引
導
と
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
「
明
治
甲
申
」
は
明
治
十
七
年
（
以
下
を
参
照
の
こ
と
）
。
な
お
、
こ
の
碑
は
江
島
神
社
の
瑞
心

門
の
左
手
の
無
熱
池
の
背
後
の
崖
の
上
に
現
存
す
る
。
サ
イ
ト
「
古
今
東
西
舎
」
の

k
o
k

o
n

to
u
zai

氏
の

『
江
の
島
（
最
勝
銘
碑
）
南
方
熊
楠
の
「
江
島
紀
行
」
に
も
登
場
』
に
写
真
と
解
説
が
あ
り
、
『
新
吉
原

の
関
係
者
が
寄
進
し
た
石
碑
』
と
あ
り
、
発
起
人
と
し
て
、
『
長
崎
屋
、
吉
村
屋
、
山
口
巴
屋
、
尾
張
屋
』

の
名
が
彫
ら
れ
て
あ
り
、
『
こ
の
石
碑
「
最
勝
銘
碑
」
は
』
、
熊
楠
が
訪
れ
た
前
年
の
明
治
一
七
（
一
八
八

四
）
年
に
『
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
東
京
大
学
で
イ
ン
ド
哲
学
を
教
え
た
曹
洞
宗
の
僧
の
原
担
山
の
撰
に

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/06/post-c304.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23535597/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23535597/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/06/post-d856.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/06/post-d856.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/06/post-d856.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/08/post-5a13.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/08/post-5a13.html
https://www.google.com/maps/place/%E6%81%B5%E6%AF%94%E5%AF%BF%E5%B1%8B/@35.3018446,139.480748,19.25z/data=!4m9!3m8!1s0x60184ee46d952895:0xd696b13eb3a31535!5m2!4m1!1i2!8m2!3d35.3017678!4d139.4814284!16s%2Fg%2F1wbf_ccj?entry=ttu
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/08/post-aa59.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/08/post-aa59.html
https://kokontouzai.jp/archives/63213
https://kokontouzai.jp/archives/63213


よ
る
文
言
が
刻
ま
れ
て
い
』
る
と
あ
る
か
ら
、
実
に
、
南
方
熊
楠
が
訪
れ
た
前
の
年
に
建
立
さ
れ
た
、
出

来
た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
原
担
山

は
た
ら
ん
ざ
ん

（
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
～
明
治
二
五

（
一
八
九
二
）
年
）
は
磐
城
出
身
。
初
め
、
江
戸
の
「
昌
平
黌
」
で
儒
学
を
学
び
、
ま
た
、
医
学
を
修
め

た
。
後
に
曹
洞
宗
の
僧
と
な
り
，
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
に
東
京
大
学
和
漢
文
学
科
で
仏
典
の
講
義

を
行
い
、
こ
れ
が
同
大
学
の
印
度
哲
学
科
の
端
緒
と
な
っ
た
。 

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
に
曹
洞
宗
大

学
林
（
現
在
の
駒
澤
大
学
）
総
監
に
就
任
し
て
い
る
。
著
作
は
「
心
識
論
」
・
「
心
性
實
驗
錄
」
な
ど
、
多

数
あ
る
。
吉
原
遊
廓
と
イ
ン
ド
哲
学
者
の
取
り
合
わ
せ
が
グ
ー
だ
ね
！ 

今
度
行
っ
た
ら
、
じ
っ
く
り
と

見
た
い
も
の
だ
。 

「
邊
津
社
」
現
在
の
江
島
神
社
辺
津
宮
（
へ
つ
の
み
や
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）

の
こ
と
。 

「
建
永
元
年
」
一
二
〇
六
年
。 

「
良
眞
」
江
の
島
の
岩
窟
に
籠
も
っ
て
修
行
し
た
鶴
岡
八
幡
宮
の
供
僧
。
サ
イ
ト
「
鎌
倉
手
帳
（
寺
社
散

策
）」
の
「
聖
天
島
～
天
女
出
現
伝
説
：
江
の
島
～
」
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
沖
津
社
」
（
✕
）「
中
津
社
」（
○
）
江
島
神
社
中
津
宮
。 

「
文
德
」（
も
ん
と
く
）「
帝
の
時
」
在
位
は
嘉
祥
三
（
八
五
〇
）
年
～
天
安
二
（
八
五
八
）
年
。 

「
慈
覺
大
師
」
円
仁
の
こ
と
。 

「
奧
津
宮
」
こ
こ
。 

「
山
二
つ
」
こ
こ
。 

「
介
肆
多
し
」
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
見
た
が
、
昔
、
嘗
て
の
恋
人
に
ベ
ニ
ガ
イ
（
斧
足
綱
異
歯
亜
綱
マ

ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
ニ
ッ
コ
ウ
ガ
イ
超
科
ニ
ッ
コ
ウ
ガ
イ
科
ベ
ニ
ガ
イ
属
ベ
ニ
ガ
イ P

h
a
ra

o
n
ella

 sieb
o

ld
ii 

）

を
買
っ
た
店
に
併
設
さ
れ
て
い
た
「
世
界
の
貝
の
博
物
館
」
（
旧
主
人
が
貝
類
学
者
と
も
親
し
か
っ
た
方

で
貝
類
研
究
家
で
も
あ
っ
た
。
何
度
か
親
し
く
お
話
を
聴
い
た
の
を
思
い
出
す
）
も
既
に
閉
じ
て
い
た…

…
 「

養
和
二
年
」
一
一
八
二
年
。 

「
酒
井
雅
樂
頭
の
眞
向
き
の
龜
と
號
す
る
畫
額
あ
り
。
但
し
余
の
見
を
以
て
す
れ
ば
、
寧
ろ
眞
拔
け
の
龜

と
稱
す
る
が
佳
な
ら
ん
」
。
「
酒
井
雅
樂
頭
」
江
戸
後
期
の
絵
師
俳
人
酒
井
抱
一

ほ
う
い
つ

（
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）

年
～
文
政
一
一
（
一
八
二
九
）
年
：
本
名
酒
井
忠
因

た
だ
な
お

）
の
こ
と
だ
が
、
彼
は
権
大
僧
都
で
は
あ
っ
た
が
、

「
雅
樂
頭
」（
う
た
の
か
み
）
で
は
な
い
。
彼
の
父
親
（
抱
一
は
次
男
）
が
、
老
中
や
大
老
に
も
任
じ
ら
れ

た
酒
井
雅
楽
頭
家
の
姫
路
藩
世
嗣
酒
井
雅
楽
頭
忠
仰
で
あ
っ
た
の
を
、
誤
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
。

「
龜
」
の
絵
だ
が
、
「
眞
向
き
の
龜
」
で
は
な
く
、
「
八
方
睨
み
の
亀
」
（
ど
こ
か
ら
見
て
も
こ
っ
ち
を
睨

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
）
で
あ
る
。
奥
津
宮
拝
殿
天
井
に
描
か
れ
て
あ
っ
た
。
私
が
先
の
恋
人
と
見
た

時
は
、
原
画
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
も
の
は
、
彩
色
さ
れ
た
復
原
画
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
私
は
原

画
が
大
好
き
だ
。
熊
楠
に
は
物
言
い
を
叫
ぶ
！
］ 

  

奧
津
宮
以
下
を
窟
道
と
云
ふ
。
店
頭
拳
螺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
ざ
え
」
。
］
を
燒
き
茶
を
す
ゝ
む
る

も
の
數
軒
、
余
一
店
に
入
り
望
遠
鏡
を
以
て
南
方
を
覘
ふ
に
、
一
岩
傑
然
波
上
に
兀
出
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

https://www.google.com/maps/place/%E6%B1%9F%E5%B3%B6%E7%A5%9E%E7%A4%BE+%E8%BE%BA%E6%B4%A5%E5%AE%AE/@35.3000844,139.4776225,17.25z/data=!4m15!1m8!3m7!1s0x60184f0e6b65d2ed:0xe15aa215c2f83402!2z44CSMjQ4LTAwMzMg56We5aWI5bed55yM6Y6M5YCJ5biC6IWw6LaK!3b1!8m2!3d35.3081864!4d139.4949175!16s%2Fm%2F04y9s8n!3m5!1s0x60184ee42ebf95c5:0xfa7d72e70c9a705f!8m2!3d35.3003664!4d139.4795955!16s%2Fm%2F0vxdgy4?entry=ttu
https://www.yoritomo-japan.com/enosima-shotensima.htm
https://www.google.com/maps/place/%E6%B1%9F%E5%B3%B6%E7%A5%9E%E7%A4%BE+%E4%B8%AD%E6%B4%A5%E5%AE%AE/@35.2995501,139.4772168,17.5z/data=!4m17!1m10!3m9!1s0x60184ee46d952895:0xd696b13eb3a31535!2z5oG15q-U5a-_5bGL!5m2!4m1!1i2!8m2!3d35.3017678!4d139.4814284!16s%2Fg%2F1wbf_ccj!3m5!1s0x60184ee6855eaaab:0xb0a854da3b291162!8m2!3d35.2994117!4d139.4802314!16s%2Fg%2F11cn6b0fc0?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E6%B1%9F%E5%B3%B6%E7%A5%9E%E7%A4%BE+%E5%A5%A5%E6%B4%A5%E5%AE%AE/@35.2995174,139.4775193,17.25z/data=!4m17!1m10!3m9!1s0x60184ee46d952895:0xd696b13eb3a31535!2z5oG15q-U5a-_5bGL!5m2!4m1!1i2!8m2!3d35.3017678!4d139.4814284!16s%2Fg%2F1wbf_ccj!3m5!1s0x60184eef15cafc19:0x73447a692de0664d!8m2!3d35.299361!4d139.475562!16s%2Fg%2F1td09xht?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%B1%B1%E3%81%B5%E3%81%9F%E3%81%A4/@35.2998659,139.477065,17.5z/data=!4m6!3m5!1s0x60184f005ff457fd:0xe87cba5464e94ab9!8m2!3d35.2993258!4d139.4780084!16s%2Fg%2F11tfwl44_b?entry=ttu
https://www.google.com/maps/@35.299148,139.4791805,2a,75y,160.73h,73.28t/data=!3m7!1e1!3m5!1slzAIjbYyJ0HK5oy57ZU0ew!2e0!6shttps:%2F%2Fstreetviewpixels-pa.googleapis.com%2Fv1%2Fthumbnail%3Fpanoid%3DlzAIjbYyJ0HK5oy57ZU0ew%26cb_client%3Dmaps_sv.share%26w%3D900%26h%3D600%26yaw%3D160.72829002376164%26pitch%3D16.7207934917853%26thumbfov%3D90!7i13312!8i6656?coh=205410&entry=ttu


注
：
「
ご
つ
し
ゆ
つ
す
」
。
］。
是
れ
烏
帽
子
岩
と
名
く
。
そ
の
距
離
三
里
な
り
と
い
ふ
。
此
邊
形
勝
頗
る
佳

な
り
。
其
島
の
東
南
に
斗
出
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
と
し
ゆ
つ
」
。
］
せ
る
の
地
、
こ
れ
を
三
崎
と
な
す
。

伊
豆
大
島
亦
見
る
べ
し
。
稍
下
り
て
常
夜
燈
の
碑
有
り
。
又
下
り
て
海
崖
に
至
る
。
大
磐
平
卧
し
て
擴
布

甚
廣
き
も
の
あ
り
、
ま
な
い
た
岩
と
呼
ぶ
。
是
よ
り
さ
き
、
岩
石
突
兀
、
行
步
注
意
を
要
す
。
遂
に
岩
屋

に
入
る
、
入
る
事
一
町
許
り
人
あ
り
、
神
符
を
賣
り
又
燈
を
具
し
て
人
に
貸
す
。
こ
ゝ
に
て
手
を
洗
ひ
燈

を
點
し
て
進
行
す
。
洞
の
大
さ
進
む
に
從
て
漸
く
減
じ
、
遂
に
頭
を
注
意
す
る
を
要
す
る
に
至
る
。
左
右

小
祠
多
し
。
一
々
名
を
聞
た
れ
ど
も
悉
く
記
せ
ず
。
窟
の
衝
く
所
に
辨
天
祠
有
り
、
卽
ち
役
小
角
乃
祭
る

所
に
し
て
此
島
の
本
神
な
り
。
入
り
口
よ
り
此
に
至
る
二
町
二
間
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
二
百
二
十
一
・
八

二
メ
ー
ト
ル
。
］
と
い
う
。
他
の
一
道
を
經
て
出
で
手
を
洗
し
所
に
至
り
遂
に
洞
口
に
出
で
歸
る
。
漁
夫

五
六
人
海
に
入
て
蝦
を
取
る
を
觀
よ
と
勸
む
、
余
聽
か
ず
、
蓋
し
彼
ら
豫
め
蝦
を
捕
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
マ
マ
。
］
て
筐
籠
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
き
や
う
ろ
う
」。
箱
や
籠
。
］
に
盛
り
崖
下
に
お
き
、
岩
下
を

探
る
を
似
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ま
ね
し
て
」
。
］
こ
れ
を
取
出
す
な
り
。
故
に
其
蝦
多
く
は
活
動
跳

躍
せ
ず
。
奧
津
宮
前
に
來
り
、
案
内
者
に
別
れ
、
介
肆
數
軒
に
入
り
、
魚
蝦
蟹
貝
の
屬
數
十
品
を
買
ふ
。

時
既
に
正
午
に
近
き
を
以
て
、
ひ
と
先
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ま
づ
」
。
］
足
を
回
し
て
か
え
る
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］。］ 

 

午
餐
後
、
復
出
で
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ま
た
、
い
で
」
。］
、
島
の
西
岸
に
至
る
。
漁
戶
あ
り
、
人
皆
網

を
乾
し
藻
介
を
取
る
。
此
時
天
漸
く
晴
れ
海
潮
退
き
盡
き
て
岩
上
靑
苔
滑
ら
か
に
和
風
吹
來
て
、
松
聲
朗

た
り
。
步
し
て
崖
岸
を
探
れ
ば
蟹
螺
立
ろ
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
ち
ど
こ
ろ
に
」
。
］
拾
ふ
べ
し
。
思

は
じ
步
す
る
事
數
町
、
遂
に
辨
天
窟
の
前
に
至
る
。
此
邊
處
々
に
「
シ
ヤ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ
」
を
見
る
。
「
ア

カ
ム
シ
」
よ
り
少
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
す
こ
し
く
」
。
］
大
に
し
て
、
沙
中
に
群
生
し
、
捲
曲
動
搖
し

て
其
餌
を
資
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
と
る
」
。
］
あ
り
。
海
菟
葵
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
そ
ぎ
ん
ち
や

く
」
。
］
多
し
、
其
一
種
腕
形
恰
か
も
羽
毛
の
如
く
褐
色
に
し
て
甚
美
な
る
も
の
あ
り
、
又
雨
虎
（
あ
め
ら

し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ル
ビ
は
マ
マ
。「
あ
め
ふ
ら
し
」
の
誤
植
。
］）
多
し
。
「
カ
ツ
タ
イ
ガ
ニ
」
多
く
み

な
脊
上
に
靑
苔
を
生
じ
て
、
靑
苔
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
を
の
り
」
。
］
を
生
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
し
や
う
じ
て
」
。
］
の
靑
苔
中
に
棲
む
、
こ
れ
を
識
る
事
甚
難
し
、
而
し
て
多
く
は
其
足
一
二
本
缺
け
り
、

こ
ゝ
に
於
て
百
方
探
索
其
足
の
全
き
も
の
を
取
れ
り
。
其
形
を
支
離
す
る
者
の
益
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
ま
す
ま
す
」
。
］
其
大
な
る
か
な
。
又
步
し
て
兒ち

ご

が
淵
に
至
る
、
岩
屋
此
に
至
り
て
竭
き
た
り
。
碧
水

潭
々
と
し
て
怒
浪
奮
擊
し
、
苔
藻
の
靡
き
動
く
有
樣
、
恰
か
も
喬
木
の
大
風
に
動
く
を
上
よ
り
見
る
心
地

せ
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
窟
道
」
「
い
は
や
み
ち
」
。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
、
無
指

示
は
同
じ
）。 

「
烏
帽
子
岩
」
一
般
名
称
で
あ
る
が
、
そ
の
方
で
専
ら
知
ら
れ
る
。
正
し
く
は
「
姥う

ば

島し
ま

」
で
、
「
乳
母
島
」

と
も
書
き
、
古
く
は
「
筆
嶋
」
と
呼
ん
だ
。
こ
こ
。 

「
そ
の
距
離
三
里
な
り
と
い
ふ
」
誇
張
表
現
も
ト
ン
デ
モ
で
、
実
際
に
は
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
し
か
な
い
。 

「
其
島
の
東
南
に
斗
出
せ
る
の
地
、
こ
れ
を
三
崎
と
な
す
」
こ
れ
は
烏
帽
子
岩
（
＝
姥
島
）
の
烏
帽
子
上

に
突
出
し
て
い
る
箇
所
を
、
か
く
言
っ
て
い
る
。
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
こ
こ
で
、
こ
こ
の
一
角
、
同
岩

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92251-0036+%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C%E8%97%A4%E6%B2%A2%E5%B8%82%E6%B1%9F%E3%81%AE%E5%B3%B6/@35.2990285,139.4747726,19z/data=!4m6!3m5!1s0x60184ee6a0890aa5:0x4fe5988514a5aec!8m2!3d35.2990992!4d139.4809269!16zL20vMDF0MGNx?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%A7%A5%E5%B3%B6/@35.3003886,139.4299728,14z/data=!4m6!3m5!1s0x60184da31581b41b:0x40acaa01d2e14164!8m2!3d35.302456!4d139.4148237!16s%2Fg%2F120n3642?entry=ttu
https://www.google.com/maps/@35.3021857,139.4151306,3a,75y,195.16h,82.94t/data=!3m8!1e1!3m6!1sAF1QipOI7zGEMl0gLCdz0sRydhb3QfpK_dKxIZXzd3Ii!2e10!3e11!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipOI7zGEMl0gLCdz0sRydhb3QfpK_dKxIZXzd3Ii%3Dw900-h600-k-no-pi7.059927410289731-ya4.836727068349944-ro0-fo90!7i8000!8i4000?coh=205410&entry=ttu


礁
帯
の
南
部
（
東
南
で
は
な
い
）
だ
け
が
、
特
異
的
に
屹
立
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。 

「
伊
豆
大
島
亦
見
る
べ
し
」
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
が
、
大
島
の
島
影
が
江
ノ
島
か
ら
見
え
る
。
私
は
、

昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
十
一
月
二
十
一
日
夕
刻
に
始
ま
っ
た
「
三
原
山
大
噴
火
」
の
そ
の
日
の
夜
、

友
人
の
車
で
江
ノ
島
に
ド
ラ
イ
ヴ
に
行
っ
た
が
、
吹
き
上
が
る
火
柱
が
三
本
ほ
ど
、
確
か
に
見
え
た
。 

「
稍
」
（
や
や
）「
下
り
て
常
夜
燈
の
碑
有
り
」
江
ノ
島
の
「
稚
児
ヶ
淵
」
の
崖
の
こ
こ
に
「
芭
蕉
句
碑
」

と
「
石
碑
群
」
が
あ
り
、
「
稚
児
ヶ
淵
」
の
岩
礁
上
に
常
夜
灯
（
同
前
の
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル
の
画
像
）
が

あ
る
。
江
戸
時
代
の
奉
納
の
も
の
で
あ
る
。 

「
擴
布
」
面
積
の
広
さ
。 

「
ま
な
い
た
岩
」
「
『
風
俗
畫
報
』
臨
時
增
刊
「
鎌
倉
江
の
島
名
所
圖
會
」 

江
島
」
の
本
文
に
『
俎
岩
』

と
出
る
。
因
み
に
、
芥
川
龍
之
介
の
「
大
導
寺
信
輔
の
半
生 

―
―

或
精
神
的
風
景
畫―

―

」（
私
の
サ
イ

ト
版
）
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
「
魚
板
岩

ま
な
い
た
い
わ

」
で
あ
る
。 

「
シ
ヤ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ
」
甲
殻
綱
十
脚
（
エ
ビ
）
目
エ
ビ
亜
目
カ
ニ
下
目 B

rach
y
u
ra G

rap
so

id
ea

上
科
イ
ワ

ガ
ニ
科
シ
ョ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ
（
精
進
蟹
）
亜
科
シ
ョ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ
属
シ
ョ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ P

la
g
u
sia

 d
en

tip
es 

。

大
き
さ
は
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
江
ノ
島
に
棲
息
す
る
。
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「
シ
ョ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ
」
を

リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
ア
カ
ム
シ
」
異
名
ら
し
き
「
赤
」
か
ら
は
、
イ
ワ
ガ
ニ
上
科
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
科
ア
カ
テ
ガ
ニ
属
ア
カ
テ

ガ
ニ C

h
iro

m
a
n
tes h

a
em

a
to

ch
eir 

で
あ
る
。
大
き
さ
は
三
～
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
だ
が
、
  
が
  
よ

り
大
き
い
。
陸
生
に
適
応
し
て
い
る
が
、
江
ノ
島
に
も
棲
息
す
る
（
シ
ョ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ
と
と
も
に
小
学
校

六
年
生
の
時
に
ヨ
ッ
ト
・
ハ
ー
バ
ー
の
防
波
堤
の
外
の
岩
礁
で
視
認
し
て
い
る
）
。
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索

「
ア
カ
テ
ガ
ニ
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
海
菟
葵
」
刺
胞
動
物
門
花
虫
綱
六
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
目 A

ctin
iaria 

。「
其
一
種
腕
形
恰

か
も
羽
毛
の
如
く
褐
色
に
し
て
甚
美
な
る
も
の
あ
り
」
と
あ
る
の
は
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
目
尋
常
イ
ソ
ギ

ン
チ
ャ
ク
亜
目
ウ
メ
ボ
シ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
上
科
ウ
メ
ボ
シ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
科
ウ
メ
ボ
シ
イ
ソ
ギ
ン
チ

ャ
ク
属
ウ
メ
ボ
シ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク A

ctin
ia

 eq
u
in

a
 

、
或
い
は
、
ウ
メ
ボ
シ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
科 

E
p
ia

ctis 

属
コ
モ
チ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク E

p
ia

ctis ja
p
o
n
ica

 

で
あ
ろ
う
。
リ
ン
ク
は
学
名
の
グ
ー
グ
ル
画
像

検
索
。
後
者
も
大
き
な
個
体
或
い
は
個
体
群
で
は
強
い
褐
色
を
示
す
も
の
が
あ
る
が
、
「
羽
毛
の
如
く
褐

色
に
し
て
甚
美
な
る
も
の
」
と
い
う
表
現
は
ウ
メ
ボ
シ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に
遙
か
に
分
が
あ
る
。
二
種
と

も
先
と
同
じ
場
所
で
現
認
し
て
い
る
。 

「
雨
虎
」
「
あ
め
ふ
ら
し
」
腹
足
綱
異
鰓
上
目
真
後
鰓
目
ア
メ
フ
ラ
シ
亜
目
ア
メ
フ
ラ
シ
上
科
ア
メ
フ
ラ

シ
科
ア
メ
フ
ラ
シ
属
ア
メ
フ
ラ
シA

p
lysia

 ku
ro

d
a
i 

。
私
の
サ
イ
ト
版
「
栗
本
丹
洲
（「
栗
氏
千
蟲
譜
」
巻

八
よ
り
）」
「
海
鼠 

附
録 

雨
虎
（
海
鹿
）
」
の
「
雨
虎
（
海
鹿
）」
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
カ
ツ
タ
イ
ガ
ニ
」
「
癩
蟹
」
（
「
か
っ
た
い
」
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
の
古
語
の
差
別
名
）
で
あ
り
、
現
在

は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
軟
甲
綱
真
軟
甲
亜
綱
ホ
ン
エ
ビ
上
目
十
脚
目
抱
卵
亜
目
短
尾
下
目
ク
モ
ガ
ニ

上
科
モ
ガ
ニ
科
ツ
ノ
ガ
ニ
亜
科
ヒ
ラ
ツ
ノ
ガ
ニ
属
ヒ
ラ
ツ
ノ
ガ
ニ S

cyra
 co

m
p
ressip

es 

の
こ
と
で
あ
る

（
リ
ン
ク
は
同
前
の
検
索
）
。「
平
爪
蟹
」
で
、
食
用
に
な
る
。
肉
量
は
多
く
な
い
が
、
多
量
に
漁
獲
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
出
荷
さ
れ
る
。
甲
の
輪
郭
が
丸
み
を
帯
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
関
係
者
の
間
で
は

https://www.google.com/maps/place/%E6%B1%9F%E3%81%AE%E5%B3%B6%E7%A8%9A%E5%85%90%E3%83%B6%E6%B7%B5+%E8%8A%AD%E8%95%89%E5%8F%A5%E7%A2%91%E3%81%A8%E7%9F%B3%E7%A2%91%E7%BE%A4/@35.2990834,139.4744115,18.75z/data=!4m15!1m8!3m7!1s0x60184ee6a0890aa5:0x4fe5988514a5aec!2z44CSMjUxLTAwMzYg56We5aWI5bed55yM6Jek5rKi5biC5rGf44Gu5bO2!3b1!8m2!3d35.2990992!4d139.4809269!16zL20vMDF0MGNx!3m5!1s0x60184f569e86fd95:0x60de51d46507837d!8m2!3d35.299272!4d139.4746844!16s%2Fg%2F11j3hkkj_3?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E6%B1%9F%E3%81%AE%E5%B3%B6%E7%A8%9A%E5%85%90%E3%83%B6%E6%B7%B5+%E8%8A%AD%E8%95%89%E5%8F%A5%E7%A2%91%E3%81%A8%E7%9F%B3%E7%A2%91%E7%BE%A4/@35.299272,139.4746844,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipOHTfpfb8fzCVThwLVZrD9KYbaawKyMz0XYWtkY!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipOHTfpfb8fzCVThwLVZrD9KYbaawKyMz0XYWtkY%3Dw203-h270-k-no!7i3024!8i4032!4m16!1m8!3m7!1s0x60184ee6a0890aa5:0x4fe5988514a5aec!2z44CSMjUxLTAwMzYg56We5aWI5bed55yM6Jek5rKi5biC5rGf44Gu5bO2!3b1!8m2!3d35.2990992!4d139.4809269!16zL20vMDF0MGNx!3m6!1s0x60184f569e86fd95:0x60de51d46507837d!8m2!3d35.299272!4d139.4746844!10e5!16s%2Fg%2F11j3hkkj_3?entry=ttu
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/10/post-950f.html
http://yab.o.oo7.jp/daidouji.html
https://www.google.com/search?sca_esv=09379ecd0b6efd91&sca_upv=1&rlz=1C1TKQJ_jaJP1067JP1067&sxsrf=ACQVn09_-aPS7QIED6Woi9f_nwM1bvLm7A:1713560357060&q=%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%82%A6%E3%82%B8%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%8B&uds=AMwkrPtwYZvfB9jsqQX79tX5zppJtlgsjUQxPUwro5uMg8cI9HyWh5FaudtEz9aP_bF_KgIXy8dhFKu5VrGaG3mA6lG0tdX_ljQxVKqSmP2MRpnjUl8J5P30914bsbgaTaJnnKTbwJJ_J9A2ffDVM-CSpPthwj68JrgkaJt2B982qmywnfrrVqshDwDyQX6ihQ7mGMfJ4nLg8vVL3Ye_ZRJw_wRjFWsq3FpOpqjsr8Nqd73qGGx78JeF6RWbt1ND0PKpcydeo0z8V4Ngs0JTcU_Gq-0RA_m_IaqApxjv0YGkPhMlwmdDJrcixujRJc5pl2JV__U94U1XAcQyZR9QrN0YNXBkQleCbg&udm=2&prmd=isvnbmtz&sa=X&ved=2ahUKEwjty4jjlc-FAxWesVYBHR0BDkwQtKgLegQIDBAB&biw=1920&bih=911&dpr=1
https://www.google.com/search?q=%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%83%86%E3%82%AC%E3%83%8B&sca_esv=09379ecd0b6efd91&sca_upv=1&rlz=1C1TKQJ_jaJP1067JP1067&udm=2&biw=1920&bih=911&sxsrf=ACQVn0_gNPINpg6OTWguZOn551Yb_3epPA%3A1713561966934&ei=buEiZrzUOLOWvr0PkMKcqAU&ved=0ahUKEwi8w9vim8-FAxUzi68BHRAhB1UQ4dUDCBA&oq=%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%83%86%E3%82%AC%E3%83%8B&gs_lp=Egxnd3Mtd2l6LXNlcnAiD-OCouOCq-ODhuOCrOODizIFEAAYgAQyBRAAGIAEMgUQABiABDIFEAAYgAQyBRAAGIAEMgUQABiABDIFEAAYgAQyBRAAGIAEMgUQABiABDIHEAAYgAQYBEi0myRQ_5AkWP-QJHAEeACQAQCYAVugAVuqAQExuAEMyAEA-AEC-AEBmAIFoAJ9mAMAiAYBkgcBNaAHlgM&sclient=gws-wiz-serp
https://www.google.com/search?q=%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%83%86%E3%82%AC%E3%83%8B&sca_esv=09379ecd0b6efd91&sca_upv=1&rlz=1C1TKQJ_jaJP1067JP1067&udm=2&biw=1920&bih=911&sxsrf=ACQVn0_gNPINpg6OTWguZOn551Yb_3epPA%3A1713561966934&ei=buEiZrzUOLOWvr0PkMKcqAU&ved=0ahUKEwi8w9vim8-FAxUzi68BHRAhB1UQ4dUDCBA&oq=%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%83%86%E3%82%AC%E3%83%8B&gs_lp=Egxnd3Mtd2l6LXNlcnAiD-OCouOCq-ODhuOCrOODizIFEAAYgAQyBRAAGIAEMgUQABiABDIFEAAYgAQyBRAAGIAEMgUQABiABDIFEAAYgAQyBRAAGIAEMgUQABiABDIHEAAYgAQYBEi0myRQ_5AkWP-QJHAEeACQAQCYAVugAVuqAQExuAEMyAEA-AEC-AEBmAIFoAJ9mAMAiAYBkgcBNaAHlgM&sclient=gws-wiz-serp
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「
マ
ル
」
と
か
「
キ
ン
チ
ャ
ク
ガ
ニ
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
甲
面
は
前
後
左
右
に
湾
曲
し
、

甲
面
中
央
部
に
H
字
状
の
深
い
溝
が
あ
る
他
は
甲
域
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
額
に
四
本
の
突
起
が
並
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
甲
の
前
側
縁
に
は
三
角
形
の
突
起
が
五
つ
あ
り
、
そ
れ
ら
の
外
縁
は
孰
れ
も
丸
み
を

帯
び
て
い
る
。
鋏
脚
は
強
大
で
、
掌
部
の
下
縁
に
は
二
十
本
内
外
の
短
い
稜
が
斜
め
に
並
ん
で
お
り
、
こ

の
部
分
を
付
根
に
あ
る
角
質
の
稜
で
擦
っ
て
音
を
発
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
遊
泳
脚
の
先
端
部
が

平
た
い
の
で
「
平
爪
」
の
名
が
あ
る
。
生
時
は
、
黄
褐
色
地
に
紫
色
の
小
点
が
密
に
あ
る
。
本
州
・
四

国
・
九
州
の
浅
海
の
砂
底
に
棲
息
し
、
中
国
南
部
ま
で
分
布
す
る
。
ゴ
カ
イ
な
ど
の
小
動
物
を
食
べ
る
。

夏
に
産
卵
す
る
。
嘗
つ
て
は
、
世
界
的
に
分
布
す
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
現
在
は
多
く
の
種
に
分
け
ら
れ

て
い
る
。
タ
コ
釣
り
の
餌
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
（
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）
。
江
ノ

島
で
現
行
で
も
多
量
に
漁
獲
さ
れ
た
記
事
を
確
認
出
来
た
。 

「
靑
苔
」
素
直
に
読
む
な
ら
、
「
あ
を
の
り
」
で
、
緑
藻
植
物
門
ア
オ
サ
藻
綱
ア
オ
サ
目
ア
オ
サ
科

U
lv

aceae 

の
種
群
、
或
い
は
、
同
科
ア
オ
サ
属
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ U

lva
 p

ro
lifera

 

、
同
科
ア
オ
ノ
リ
属
ウ
ス

バ
ア
オ
ノ
リ E

n
tero

m
o
rp

h
a
 lin

za
 

か
も
知
れ
な
い
。
「
大
和
本
草
卷
之
八 

草
之
四 

海
藻
類 

海
苔

（
ア
ヲ
ノ
リ
）」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
、
以
下
の
「
兒ち

ご

か
淵
の
由
來
」（「
か
」
は
マ
マ
）
の
部
分
は
、
底
本
で
は
、
全
体
が
二

字
下
げ
で
あ
る
。］ 

 

兒ち
ご

か
淵
の
由
來 

往
昔
、
建
長
寺
廣
德
庵
に
自
休
藏
主
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
じ
き
う
ざ
う
す
」
。
］
と
云
る

沙
門
有
り
、
陸
奧
國
信
夫
の
人
に
て
、
或
時
宿
願
有
て
江
島
に
詣
す
る
山
中
に
て
美
艶
紅
顏
少
年
に
あ
ふ
。

藏
主
迷
ひ
の
心
を
生
し
戀
慕
止
ま
ず
。
伴
ふ
僕
に
問
へ
ば
是
な
ん
雪
の
下
相
承
院
の
白
菊
と
い
ふ
兒
な
り

と
答
ふ
。
爾
後
人
づ
て
に
文
も
て
云
よ
れ
ど
更
に
隨
ふ
氣
色
な
け
れ
ば
、
月
日
を
累
ね
切
な
る
思
ひ
を
通

じ
け
れ
ば
、
白
菊
も
其
の
情
に
や
忍
か
ね
け
む
扇
に
二
首
の
和
歌
を
記
し
、
涉
船
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
わ
た
し
ぶ
ね
び
と
」。
］
に
わ
た
し
、
吾
を
尋
る
人
あ
ら
ば
之
を
與
へ
よ
と
言
別
れ
て
入
水
せ
し
名
殘
の

歌
に
、
「
白
菊
と
し
の
ぶ
の
里
の
人
と
は
ゞ
お
も
ひ
入
江
の
島
と
こ
た
へ
よ
」
「
う
き
こ
と
を
お
も
ひ
入
江

の
し
ま
か
げ
に
す
つ
る
い
の
ち
は
波
の
し
た
く
さ
」
か
く
辭
世
し
て
此
淵
に
沈
み
終
り
し
を
藏
主
慕
ひ
來

て
此
歌
を
見
つ
ゝ
淚
に
む
せ
び
つ
ゝ
詩
を
賦
す
。
曰
く
、
懸
崖
嶮
所
捨
生
涯
、
十
有
餘
霜
在
刹
那
、
花
質

紅
顏
碎
岩
石
、
蛾
眉
翠
黛
接
塵
砂
、
衣
襟
只
濕
千
行
淚
、
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
読
点
が
な
い
が
、
誤
植
と

断
じ
、
打
っ
た
。
］
扇
子
空
澗

と
ゞ
む

二
首
歌
、
相
對
無
言
愁
思
切
、
暮
鐘
爲
孰
促
歸
家
、
白
菊
の
花
の
情
の
ふ

か
き
海
に
と
も
に
入
江
の
島
ぞ
う
れ
し
き
、
と
詠
じ
て
自
休
も
共
に
此
淵
に
身
を
投
、
死
し
た
り
。
【
此

事
南
畝
莠
言
等
に
出
づ
】 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
一
字
下
げ
は
終
っ
て
い
る
。
最
後
の
【 

】
は
底
本
で
は
、
二
行
割
注
。 

「
懸
崖
嶮
所
捨
生
涯
、…

…

」
訓
読
を
示
す
が
、
一
部
の
漢
字
に
問
題
が
あ
る
。
私
の
ブ
ロ
グ
版
の
「『
風

俗
畫
報
』
臨
時
增
刊
「
江
島
・
鵠
沼
・
逗
子
・
金
澤
名
所
圖
會
」
よ
り
江
の
島
の
部 

１
２ 

兒
が
淵
」
で
私

が
私
の
サ
イ
ト
版
「
新
編
鎌
倉
志
卷
之
六
」
の
そ
れ
と
の
異
同
を
載
せ
て
あ
る
が
、
そ
の
孰
れ
と
も
異
な
る
。

而
し
て
、
大
田
南
畝
の
「
南
畝
莠
言
」
を
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
日
本
隨
筆
全

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-98e7.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-98e7.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/12
https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/12
https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/13
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/07/post-29af.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/07/post-29af.html
http://yab.o.oo7.jp/kamakurasi6.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/1243611/1/30


集
』
第
十
五
巻
（
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
国
民
図
書
刊
）
の
当
該
部
で
見
た
と
こ
ろ
、
熊
楠
は
、
そ
こ
に

載
る
漢
詩
を
引
い
た
も
の
と
判
っ
た
。
取
り
敢
え
ず
、
明
ら
か
な
誤
字
或
い
は
誤
植
と
し
か
読
め
な
い

「
扇
子
空
澗
（
と
ゞ
む
）
二
首
歌
」
の
「
澗
」
を
「
南
畝
莠
言
」
の
「
留
」
に
代
え
て
「
南
畝
莠
言
」
で

の
読
み
を
参
考
に
（
一
部
に
不
審
が
あ
り
、
そ
こ
は
従
っ
て
い
な
い
）
訓
読
し
て
お
い
た
。 

 
 

 

＊ 

懸
崖 

嶮け
は

し
き
所
に
生
涯
を
捨
つ 

十
有
餘

い

う

よ 

霜さ
う 

刹
那
に
在
り 

花
質

く
わ
し
つ

の
紅
顏

こ
う
が
ん 

岩
石
に
碎
け 

蛾が

眉び

翠す
い

黛た
い 

塵
砂
に
接
す 

衣い

襟き
ん 

只
だ
濕
ほ
す 

千
行か

う

の
淚

な
み
だ 

扇
子

せ

ん

す 

空
し
く
留と

ど

む 

二
首
の
歌 

相
ひ
對
し
て 

言こ
と

無
し 

愁
思

し

う

し 

切せ
つ

な
り 

暮ぼ

鐘
し
よ
う 

孰た
れ

が
爲
め
に 

家
に
歸
る
こ
と
を
促

う
な
が

す 

 
 

 

＊
］ 

 

そ
れ
よ
り
ま
た
步
を
か
え
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
に
、
潮
水
な
ほ
未
だ
滿
ち
來
ら
ず
、
天
氣

朗
晴
に
し
て
相
豆
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
う
づ
」
。
相
模
・
伊
豆
。
］
の
形
色
悉
く
備
は
る
。
男
は
巖
崕

の
上
に
踞
し
て
釣
竿
を
斜
に
し
、
女
は
汀
際
に
俯
し
て
藻
介
を
覓
む
。
兒
童
が
蟹
甲
を
剝
て
舟
と
な
し
、

𧶺
蟲
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
て
い
ち
ゆ
う
」
。
ヤ
ド
カ
リ
の
古
名
。
］
を
客
と
し
て
水
に
浮
べ
て
な
ぐ
さ
む

も
亦
目
新
ら
し
。
か
く
て
旅
舍
へ
歸
り
し
に
時
な
ほ
四
時
に
早
き
を
以
て
ま
た
出
で
て
山
上
に
至
り
介
肆

に
就
て
諸
種
の
介
蠏
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
ひ
・
か
に
」
。
後
者
は
カ
ニ
の
こ
と
。
］
數
十
個
を
購
收
せ

り
。
介
又
や
ぎ
を
以
て
簪
箸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
ん
ざ
し
・
は
し
」
。
］
な
ど
種
々
の
細
工
を
な
す
。

美
に
し
て
雅
な
り
、
頗
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
す
こ
ぶ
る
」
。
］
愛
す
べ
し
。
又
店
頭
に
印
度
、
薩
隅
及
北

海
道
の
所
產
を
も
列
す
る
事
少
な
か
ら
ず
、
之
を
問
ふ
に
こ
れ
み
な
此
島
所
產
を
以
て
彼
と
交
易
す
る
な

り
と
い
へ
り
。
此
夜
一
天
片
雲
な
く
、
星
茫
煌
々
と
し
て
、
金
波
爛
揚
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ら
ん
や

う
」。］、
價
値
千
兩
と
も
謂
つ
可
し
。
夜
九
時
に
臥
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
や
ぎ
」
花
虫
綱
ウ
ミ
ト
サ
カ
（
八
放
サ
ン
ゴ
）
亜
綱
亜
綱
ヤ
ギ
（
海
楊
）
目

G
o
rg

o
n
acea

に
属
す
る
多
数
の
種
群
の
総
称
。
俗
に
「
ソ
フ
ト
コ
ー
ラ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
。
黄
色
や
赤
な

ど
、
様
々
な
色
彩
に
富
み
、
美
し
い
水
中
景
観
を
作
る
。
そ
の
群
体
の
中
心
に
は
、
角
質
或
い
は
そ
れ
に

石
灰
質
を
膠
着
し
た
骨
軸
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
加
工
さ
れ
て
土
産
物
と
な
っ
て
い
る
。］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
最
後
に
配
さ
れ
た
「
江
島
採
集
購
收
品
」
の
リ
ス
ト
は
底
本
で
は
全
体
が
一

字
下
げ
で
あ
る
が
、
無
視
し
た
。
ま
た
、
項
目
に
よ
っ
て
は
、
一
行
に
別
項
目
が
続
い
て
い
る
が
、
読
み

難
い
だ
け
な
の
で
、
総
て
、
独
立
条
と
し
て
改
行
し
た
。
字
間
も
縮
め
た
箇
所
が
多
い
。
頭
の
丸
括
弧
数

字
は
半
角
で
あ
る
が
、
全
角
に
し
た
。
部
分
が
多
く
あ
る
学
名
を
「
〃
」
で
示
し
た
箇
所
は
判
り
難
い
の

で
、
文
字
化
し
た
。
【 

】
は
底
本
で
は
二
行
割
注
。
学
名
は
斜
体
に
な
っ
て
い
な
い
。
既
に
既
注
の
生

物
は
注
さ
な
い
。］ 

https://dl.ndl.go.jp/pid/1243611/1/30
https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/13
https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/13


  
 

○
十
九
日
快
晴
【
但
し
朝
の
間
島
内
に
霧
有
り
】 

 

朝
六
時
起
き
頗
る
爽
快
、
朝
餐
後
島
上
に
至
り
介
類
二
十
種
ば
か
り
を
購
收
す
。
九
時
頃
宿
を
出
で
ゝ

沙
濱
を
徐
步
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
じ
よ
ほ
」
。
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
こ
と
。
］
し
、
片
瀨
村
に
至
る
。

富
嶽
天
に
聳
て
密
雲
圍
擁
し
、
箱
根
足
柄
、
翠
の
ご
と
く
黛
の
如
く
風
景
絕
佳
な
り
。
藤
澤
驛
中
道
を
誤

つ
て
東
す
べ
き
を
西
し
、
行
く
事
一
里
許
、
之
を
人
に
問
て
初
て
其
小
田
原
街
道
た
る
を
知
り
、
步
を
却

し
て
後
、
藤
澤
に
出
で
、
こ
ゝ
に
腕
車
に
乘
り
、
戶
塚
に
至
る
。
道
の
左
右
松
樹
を
列
栽
す
。
人
家
の
屋

上
多
く
「
イ
チ
ハ
ツ
」
を
生
せ
る
を
見
る
【
此
事
曾
て
某
書
に
て
見
た
り
き
】
。
戶
塚
を
過
ぎ
て
腕
車
を

下
り
保
土
ケ
谷
に
至
る
。
そ
れ
よ
り
神
奈
川
に
着
し
は
四
時
三
十
分
に
し
て
、
四
時
五
十
一
分
急
行
列
車

に
乘
り
歸
京
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
イ
チ
ハ
ツ
」
単
子
葉
植
物
綱
キ
ジ
カ
ク
シ
目
ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ
属
イ
チ
ハ
ツ Iris 

tecto
ru

m
 

で
こ
の
情
景
は
、
所
謂
、「
屋
根
菖
蒲
」
で
あ
る
。
明
治
期
に
本
邦
に
来
た
外
国
人
は
、
こ
れ
に

感
動
し
た
。
例
え
ば
、
「
日
本
そ
の
日
そ
の
日 

Ｅ
．
Ｓ
．
モ
ー
ス
（
石
川
欣
一
訳
） 

第
一
章 

一
八
七

七
年
の
日
本―

―

横
浜
と
東
京 

４ 

初
め
て
の
一
時
間
の
汽
車
の
旅
」
や
、
か
の
「
小
泉
八
雲 

落
合

貞
三
郎
訳 

「
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
」 

第
四
章 

江
ノ
島
巡
禮
（
一
）
」
（
ま
さ
に
鎌
倉
・
江
ノ
島
で

あ
る
）
を
是
非
、
読
ま
れ
た
い
。
私
は
二
十
一
の
時
、
鎌
倉
十
二
所
の
光
触
寺
へ
の
参
道
沿
い
の
左
手
に
あ

っ
た
藁
葺
屋
根
の
古
民
家
の
棟
に
開
花
し
て
い
る
の
を
、
嘗
て
の
恋
人
と
一
緒
に
見
上
げ
た
の
が
、
最
後
で

あ
っ
た
。］ 

 

江
島
採
集
購
收
品 

 

採
集
品
へ
は
△
を
附
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
、
当
該
品
の
最
初
の
一
字
に

「
△
」
が
附
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
種
名
の
全
体
を
太
字
と
し
た
。］ 

植 
 

 

物 

胡
桃
科 

實
核
一
個 

江
島
海
濱
に
て
拾
ふ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
胡
桃
科
」
ブ
ナ
目
ク
ル
ミ
科 

ク
ル
ミ
属 Ju

g
la

n
s 

。
本
邦
に
自
生
し
て
い
る
ク
ル
ミ

の
大
半
は
ク
ル
ミ
属
マ
ン
シ
ュ
ウ
グ
ル
ミ
変
種
オ
ニ
グ
ル
ミ Ju

g
la

n
s m

a
n
d
sh

u
rica

 v
ar. sa

ch
a

lin
en

sis 

で

あ
る
。
他
に
、
近
縁
種
の
ヒ
メ
グ
ル
ミJu

g
la

n
s m

a
n
d
sh

u
rica

 v
ar. co

rd
ifo

rm
is

も
見
か
け
る
。］ 

動 
 

 

物 

 
 

無
脊
髓
動
物 In

v
erteb

rata 

 
 

 

海
綿
類 

S
p
o
n
g
id

a 

（
一
）
海
綿 S

p
o
n
g
id

a sp
. 

（
二
）
ホ
ッ
ス
ガ
イ H

y
alo

n
em

a S
ieb

o
ld

ii 

 
 

射
形
動
物A

ctin
o
zo

a 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
射
形
動
物

A
ctin

o
zo

a

」
現
行
で
は
花
虫
綱
（
か
ち
ゅ
う
こ
う
：A

n
th

o
zo

a

）
と
和

名
す
る
。
刺
胞
動
物
門
の
分
類
群
の
一
つ
で
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や
サ
ン
ゴ
を
含
む
。］ 

（
三
）
や
ぎ
一
種 G

o
rg

o
n
ia sp

. 

（
四
） 

き
ん
や
ぎ G

o
rg

o
n
ia sp

. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
定
が
正
し
い
な
ら
、
花
虫
綱
八
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
ウ
ミ
ト
サ
カ
目
石
灰
軸
亜
目
キ
ン

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/08/post-54c9-1.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/08/post-54c9-1.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/06/post-75cd.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/06/post-75cd.html


ヤ
ギ
科
キ
ン
ヤ
ギ
属 C

h
ryso

g
o
rg

ia
 

の
一
種
で
あ
る
。］ 

（
五
）
石
芝
ひ
ら
た
け
い
し F

u
n
g
ia sp

. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
担
子
菌
門
ハ
ラ
タ
ケ
亜
門
ハ
ラ
タ
ケ
綱

A
g
arico

m
y

cetes

タ
マ
チ
ョ
レ
イ
タ
ケ
目
マ

ン
ネ
ン
タ
ケ
科 G

an
o
d
erm

ataceae

の
キ
ノ
コ
か
。］ 

（
六
）
う
み
ぼ
う
き 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
不
詳
。
こ
の
和
名
や
異
名
は
知
ら
な
い
。
刺
胞
動
物
門
花
虫
綱
八
放
サ
ン
ゴ
亜
綱
ウ

ミ
ト
サ
カ
目
石
灰
軸
亜
目
キ
ン
ヤ
ギ
科 C

h
ry

so
g
o
rg

iid
ae 

の
一
種
か
。］ 

（
七
）
と
く
さ
い
し Isis sp

. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
前
。
イ
シ
ス
はIsid

id
ae

科
の
深
海
性
の
タ
ケ
サ
ン
ゴ
（
竹
珊
瑚
）
の
属
名
。］ 

 
 

棘
皮
動
物 E

ch
in

o
d
erm

ata 

 
 

 

（
１
） 

海
百
合
類 C

rin
o
id

ea 

（
八
）
海
百
合
【
一
種
大
な
る
者
】 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
棘
皮
動
物
門
ウ
ミ
ユ
リ
綱
関
節
亜
綱 A

rticu
lata

の
ウ
ミ
ユ
リ
類
。
孰
れ
の
種
も
深
海

性
。］ 

（
九
）
仝
一
種
小
な
る
者 

江
島
海
濱
に
て
採
る
。 

 
 

 
 

（
２
） 

海
膽
類 E

ch
in

o
id

ea 

（
十
）
た
こ
の
ま
く
ら
の
類
【
案
す
る
に
本
草
啓
蒙
に
所
謂
き
ん
つ
ば
な
ら
ん
か
。】 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
棘
皮
動
物
門
ウ
ニ
綱
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
目
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
科
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
属 

C
ly

p
easter 

の
一
種
。
タ
イ
プ
種
は
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ C

lyp
ea

ster ja
p
o
n
icu

s 

。
こ
れ
は
購
入
物
で
あ
る
が
、

生
体
で
な
い
殼
な
ら
、
七
里
ガ
浜
で
も
よ
く
拾
え
る
。 

「
本
草
啓
蒙
に
所
謂
き
ん
つ
ば
な
ら
ん
か
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
板
本
の
小
野

蘭
山
述
の
「
本
草
綱
目
啓
蒙
」
の
「
卷
四
十
二
」
の
「
海
燕
」
（
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
の
類
）
の
項
の
、
こ
こ

（
右
丁
七
行
目
）
に
『
豫
州
ニ
テ 

キ
ン
ツ
バ
ト

云
』
と
あ
る
。
］ 

 
 

 
 

（
３
） 

海
星
類 A

stero
id

ea 

（
十
一
）
ヒ
ト
デ
一
種 A

sterias sp
. 

（
十
二
）
ヒ
ト
デ
一
種 A

sterias sp
. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
棘
皮
動
物
門
ヒ
ト
デ
（
海
星
）
綱A

stero
id

ea

の
ヒ
ト
デ
類
。］ 

 
 

 
 

（
４
） 

く
も
ひ
と
で
類 O
p
h
iu

ro
id

ea 

（
十
三
）
く
も
ひ
と
で O

p
h
iu

ra sp
. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：:

棘
皮
動
物
門
星
形
動
物
亜
門
ク
モ
ヒ
ト
デ
（
蛇
尾
）
綱O

p
h

iu
ro

id
ea

。
ヒ
ト
デ
の
よ

う
に
移
動
に
管
足
を
使
わ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
、
一
般
に
ク
モ
ヒ
ト
デ
類
は
、
五
本
の
細
長
い
鞭
状
の
腕

を
有
す
る
。
こ
れ
は
購
入
物
で
あ
る
が
、
い
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
江
ノ
島
で
は
、
私
は
見
た
こ
と
が

な
い
（
岩
礁
帯
を
精
査
す
れ
ば
見
つ
か
る
だ
ろ
う
と
は
思
う
）
。
修
学
旅
行
の
引
率
で
行
っ
た
沖
縄
で
は
、

ワ
ン
サ
カ
、
い
た
。
観
察
に
夢
中
に
な
り
、
バ
ス
・
ガ
イ
ド
に
「
早
く
、
戻
っ
て
下
さ
い
。
」
と
注
意
さ

れ
た
。］ 

 

被
殼
動
物 C

ru
stacea 

https://dl.ndl.go.jp/pid/2555495/1/59
https://dl.ndl.go.jp/pid/2555495/1/59


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
在
の
甲
殻
類
。
］ 

 
 

 
 

（
１
） 

異
足
類 A

m
p
h
ip

o
d
a 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
在
の
端
脚
類
。
］ 

（
十
四
）
ト
ビ
ム
シ
一
種 

七
里
濱
に
て
と
る 

 
 

 
 

（
２
） 
十
足
類 D

ecap
o
d
a 

（
十
五
）
イ
セ
エ
ビ P

an
u
liru

s jap
o
n
icu

s 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
節
足
動
物
門
軟
甲
綱
十
脚
目
イ
セ
エ
ビ
科
イ
セ
エ
ビ
属
イ
セ
エ
ビ P

a
n
u
liru

s 

ja
p
o
n
icu

s 

。
鎌
倉
・
江
ノ
島
附
近
で
は
古
く
は
「
鎌
倉
海
老
」
と
も
呼
ば
れ
た
。］ 

（
十
六
）
ヒ
ゲ
ガ
ニ
【
こ
の
種
の
小
な
る
者
先
年
紀
州
加
太
浦
に
て
獲
た
り
全
體
や
ゝ
蜘
蛛
に
似
た
り
】 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
十
脚
目
短
尾
下
目

C
o
ry

sto
id

ea

上
科
ヒ
ゲ
ガ
ニ
（
鬚
蟹
）
科
ヒ
ゲ
ガ
ニ
属
ヒ
ゲ
ガ
ニ 

Jo
n
a
s d

istin
ctu

s 

。
和
名
は
第
二
触
覚
や
脚
な
ど
に
細
か
い
鬚
が
あ
る
こ
と
に
拠
る
。、
甲
幅
二
・
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
楕
円
形
を
成
す
。
私
は
七
里
ガ
浜
で
死
蟹
を
採
取
し
た
こ
と
が
あ
る
。
］ 

（
十
七
）
大
ま
ん
ぢ
う
が
に 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
歴
史
的
仮
名
遣
で
は
「
ま
ん
ぢ
ゆ
う
が
に
」
が
正
し
い
。
甲
殻
亜
門
軟
甲
綱

真
軟
甲
亜
綱
ホ
ン
エ
ビ
上
目
十
脚
目
抱
卵
亜
目
短
尾
下
目
オ
ウ
ギ
ガ
ニ
上
科
オ
ウ
ギ
ガ
ニ
科
ウ
モ
レ
オ
ウ

ギ
ガ
ニ
亜
科
マ
ン
ジ
ュ
ウ
ガ
ニ
属 A

terg
a
tis 

の
一
種
か
。
「
オ
オ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
ガ
ニ
」
と
い
う
種
は
い
な

い
か
ら
、
大
型
の
そ
れ
で
あ
る
。
有
毒
蟹
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ン
ジ
ュ
ウ
ガ
ニ
属
ス
ベ
ス
ベ
マ
ン
ジ
ュ
ウ

ガ
ニ A

terg
a
tis flo

rid
u
s 

の
大
型
個
体
の
可
能
性
が
あ
る
。］ 

（
十
八
）
マ
ン
ジ
ュ
ウ
ガ
ニ 

（
十
九
）
同
一
種 

（
二
十
）
同
一
種 

（
廿
一
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
で
は
、
ヘ
ッ
ド
番
号
だ
け
で
、
底
本
に
は
記
載
が
な
い
。
属
レ
ベ
ル

或
い
は
そ
の
上
位
タ
ク
ソ
ン
で
判
ら
な
か
っ
た
た
め
に
空
欄
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
以
下
、
空
欄
は
同

じ
。］ 

（
廿
二
）
ち
か
ら
が
に P

h
y
lira sp

. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ち
か
ら
が
に
」
の
和
名
は
不
詳
。
し
か
し
、
学
名
か
ら
、
軟
甲
綱
真
軟
甲
亜
綱
ホ
ン

エ
ビ
上
目
十
脚
目
抱
卵
亜
目
短
尾
下
目
コ
ブ
シ
ガ
ニ
上
科
コ
ブ
シ
ガ
ニ
科
コ
ブ
シ
ガ
ニ
亜
科
マ
メ
コ
ブ
シ
ガ

ニ
属P

h
ilyra

 

で
あ
る
こ
と
が
判
る
が
、
私
は
生
体
の
小
さ
な
ヒ
ラ
コ
ブ
シ P

h
ilyra

 syn
d
a
ctyla

を
七
里
ガ

浜
で
採
取
し
た
こ
と
が
あ
る
。
形
状
か
ら
、
こ
の
種
群
の
孰
れ
か
で
あ
る
と
い
う
の
は
「
ち
か
ら
が
に
」

の
名
で
は
腑
に
落
ち
る
。
］ 

（
廿
三
）
ツ
ト
ガ
ニ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
不
詳
。「
苞
蟹
」
か
。
そ
れ
で
も
判
ら
な
い
が
。］ 

（
廿
四
） 

（
廿
五
）
シ
ョ
ウ
ジ
ン
ガ
ニ 

（
廿
六
） 

（
二
七
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
は
空
欄
だ
が
、
熊
楠
が
採
取
し
た
個
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
『
△
』

https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/14


の
み
が
附
さ
れ
て
あ
る
。］ 

（
廿
八
） 

（
廿
九
）
イ
バ
ラ
ガ
ニ P

isa

（P
aram

aija

）sp
in

ig
era 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
軟
甲
綱
真
軟
綱
亜
綱
エ
ビ
上
目
十
脚
目
異
尾
下
目
タ
ラ
バ
ガ
ニ
科
イ
バ
ラ
ガ
ニ
属
イ

バ
ラ
ガ
ニ L

ith
o
d
es tu

rritu
s 

。］ 

（
三
十
）
セ
ミ
ガ
ニ L

y
reid

u
s trid

en
tatu

s, n
. sp

. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
学
名
か
ら
、
短
尾
下
目
ア
サ
ヒ
ガ
ニ
上
科
ア
サ
ヒ
ガ
ニ
科
ビ
ワ
ガ
ニ
属
ビ
ワ

ガ
ニ L

yreid
u

s trid
en

ta
tu

s 

で
あ
る
。「n

.

」
は
「
新
種
」
を
意
味
す
る
略
号
で
あ
る
。「
ぼ
う
ず
コ
ン
ニ
ャ

ク
の
市
場
魚
類
図
鑑
」
の
同
種
の
ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
］ 

（
卅
一
）
え
び
の
一
種 

 

六
肢
蟲
類 ln

secta 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
節
足
動
物
門
六
脚
亜
門
昆
虫
綱 In

secta

の
こ
と
。］ 

（
卅
二
）

瓢

蟲

な
な
ほ
し
て
ん
と
う
む
しC

o
ccin

ella 
7
-p

u
n
ctata 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昆
虫
綱
鞘
翅
（
コ
ウ
チ
ュ
ウ
）
目
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
科
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
亜
科
テ
ン
ト
ウ

ム
シ
族
ナ
ナ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ C

o
ccin

ella
 sep

tem
p
u
n
cta

ta
 

。］ 

（
卅
三
）
こ
が
ね
の
一
種
小
な
る
も
の 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
鞘
翅
（
コ
ウ
チ
ュ
ウ
）
目
カ
ブ
ト
ム
シ
（
多
食
）
亜
目
コ
ガ
ネ
ム
シ
下
目
コ
ガ
ネ
ム

シ
上
科
コ
ガ
ネ
ム
シ
科 S

carab
aeid

ae

の
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
。
狭
義
に
は
コ
ガ
ネ
ム
シ
属
コ
ガ
ネ
ム
シ

M
im

ela
 sp

len
d
en

s 

。］ 

（
卅
四
）
地
膽 M

elo
e sp

. 

こ
の
三
蟲
は
藤
澤
近
傍
に
て
獲 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
鞘
翅
（
コ
ウ
チ
ュ
ウ
）
目
ゴ
ミ
ム
シ
ダ
マ
シ
上
科
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
科 M

elo
id

ae 

の

ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
類
。］ 

 

蘚
狀
蟲
類 P

o
ly

zo
a 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
在
の
外
肛
動
物
門 B

ry
o
zo

a 

の
内
の
群
体
を
成
す
コ
ケ
ム
シ
類
。］ 

（
卅
五
） 

（
卅
六
） 

 

臂
足
類 B

rach
io

p
o
d
a 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
真
正
後
生
動
物
亜
界
冠
輪
動
物
上
門
腕
足
動
物
門 B

ra
ch

io
p
o
d
a

。
底
生
無
脊
椎
動
物

で
あ
る
、
所
謂
、
舌
殻
亜
門
舌
殻
綱
舌
殻
目
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ
科
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ
（
リ
ン
ギ
ュ
ラ
）
属

ド
ン
グ
リ
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ L

in
g
u
la

 ja
sp

id
ea

（
シ
ノ
ニ
ム
：L

in
g
u
la

 ro
stru

m
 

）
に
代
表
さ
れ
る
原
始

的
な
生
物
で
あ
る
。］ 

（
卅
七
）
ほ
ゝ
づ
き
が
ひ T

ereb
ratu

la 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
テ
レ
ブ
ラ
チ
ュ
ラ
属
。
前
記
腕
足
動
物
門
中
の
代
表
的
な
化
石
属
名
。
殻
の
外
形
は

円
形
に
近
く
、
蝶

番

ち
ょ
う
つ
が
い

の
線
は
、
極
め
て
短
く
、
湾
曲
し
て
い
る
。
殻
は
有
斑
で
、
表
面
は
平
滑
。
強
い

肉
茎
に
よ
っ
て
他
物
に
付
着
し
て
生
活
し
し
て
い
た
が
、
茎
孔
は
丸
く
、
殻
頂
に
位
置
す
る
。
腕
骨
は
環

状
。
三
畳
紀
か
ら
現
世
ま
で
分
布
す
る
が
，
ジ
ュ
ラ
紀
以
降
に
繁
栄
し
た
。］ 

https://www.zukan-bouz.com/syu/%E3%83%93%E3%83%AF%E3%82%AC%E3%83%8B
https://www.zukan-bouz.com/syu/%E3%83%93%E3%83%AF%E3%82%AC%E3%83%8B


（
卅
八
）
同
一
種T

.sp
. 

 

平
鰓
類 L

am
ellib

ran
ch

iata 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
和
名
は
「
弁
鰓
類
」
「
弁
鰓
綱
」
で
、
所
謂
「
斧
足
類
」
、
則
ち
、
二
枚
貝
類

B
iv

alv
ia

を
指
す
。］ 

（
卅
九
）
に
し
き
が
ひ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
軟
体
動
物
門
二
枚
貝
綱
翼
形
亜
綱
イ
タ
ヤ
ガ
イ
目
イ
タ
ヤ
ガ
イ
上
科
イ
タ
ヤ
ガ
イ
科

カ
ミ
オ
ニ
シ
キ
亜
科
カ
ミ
オ
ニ
シ
キ
属
ニ
シ
キ
ガ
イ C

h
la

m
ys sq

u
a
m

a
ta

 

。］ 

（
四
十
）
つ
き
ひ
が
ひ P

ecten
 jap

o
n
icu

s G
m

el. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
軟
体
動
物
門
二
枚
貝
綱
翼
形
亜
綱
イ
タ
ヤ
ガ
イ
目
イ
タ
ヤ
ガ
イ
上
科
イ
タ
ヤ
ガ
イ
科

ツ
キ
ヒ
ガ
イ
亜
科
ツ
キ
ヒ
ガ
イ
属
ツ
キ
ヒ
ガ
イ Y

listru
m

 ja
p
o
n
icu

m
 

。］ 

 

角
貝
類 S

cap
h
o
p
o
d
a 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
軟
体
動
物
門
掘
足
綱
ツ
ノ
ガ
イ
目 D

en
taliid

a

・
ク
チ
キ
レ
ツ
ノ
ガ
イ
目G

ad
ilid

a

の

ツ
ノ
ガ
イ
類
。］ 

（
四
一
）
ツ
ノ
ガ
イ D

en
taliu

m
 o

cto
g
o
n
u
m

, L
am

. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ツ
ノ
ガ
イ
目
ゾ
ウ
ゲ
ツ
ノ
ガ
イ
科
ゾ
ウ
ゲ
ツ
ノ
ガ
イ
属
ヤ
カ
ド
ツ
ノ
ガ
イ D
en

ta
liu

m
 

o
cta

n
g
u
la

tu
m

 

。］ 

 

腹
足
類 G

astero
p
o
d
a 

（
四
二
）
ぢ
い
が
ぜ C

h
ito

n
 sp

. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
熊
楠
は
腹
足
類
（
巻
貝
類
）
に
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
軟
体
動
物
門
多
板

綱 P
o
ly

p
la

co
p

h
o
ra

の
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
（
膝
皿
貝
）
類
し
て
知
ら
れ
て
い
る
そ
れ
で
、
誤
り
で
あ
る
。
岩
礁
に

扁
平
な
体
で
貼
り
つ
い
て
い
て
、
背
面
に
一
列
に
並
ん
だ
八
枚
の
殻
を
持
っ
て
い
る
、
あ
れ
で
あ
る
。
こ

こ
は
狭
義
の
知
ら
れ
た
ウ
ス
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
亜
目
ク
サ
ズ
リ
ガ
イ
科 C

h
ito

n
id

a
e

ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
属
ヒ
ザ
ラ
ガ

イA
ca

n
th

o
p
leu

ra
 ja

p
o
n
ica

 

を
挙
げ
て
お
く
。］ 

（
四
三
）
鰒
魚

と
こ
ぶ
し H

alio
tis T

o
k
o
b
u
sh

i 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腹
足
綱
前
鰓
亜
綱
古
腹
足
目
ミ
ミ
ガ
イ
科
ミ
ミ
ガ
イ
属
ト
コ
ブ
シ 

H
a
lio

tis 

d
iversico

lo
r 

。］ 

（
四
四
）T

ro
g
h
u
s sp

. 

こ
し
だ
か
が
ん
が
ら 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
所
謂
。
「
シ
タ
ダ
ミ
」
の
流
通
通
称
で
知
ら
れ
る
、
腹
足
綱
前
鰓
亜
綱
古
腹
足
亜
綱

ニ
シ
キ
ウ
ズ
ガ
イ
目
ニ
シ
キ
ウ
ズ
ガ
イ
上
科
リ
ュ
ウ
テ
ン
科
ク
ボ
ガ
イ
亜
科
ク
ボ
ガ
イ
属
コ
シ
ダ
カ
ガ
ン

ガ
ラ T

eg
u
la

 ru
stica

 

。］ 

（
四
五
）
く
ま
さ
か
ゞ
ひ X

en
o
p
h
o
ra p

allid
u
lla 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腹
足
綱
前
鰓
亜
綱
盤
足
目
ク
マ
サ
カ
ガ
イ
超
科
ク
マ
サ
カ
ガ
イ
科
ク
マ
サ
カ
ガ
イ
属

ク
マ
サ
カ
ガ
イ X

en
o
p
h
o
ra

 p
a
llid

u
la

 

。
和
名
は
義
経
伝
説
に
登
場
す
る
平
安
末
期
の
大
盗
賊
熊
坂
長
範

く
ま
さ
か
ち
ょ
う
は
ん

に
由
来
す
る
。
深
海
で
見
つ
か
る
こ
と
が
多
く
、
ビ
ー
チ
・
コ
ー
ミ
ン
グ
で
も
、
ま
ず
出
逢
う
こ
と
は
な

い
。
和
名
は
、
自
分
の
殻
表
に
死
ん
だ
他
の
貝
殻
や
礫
等
を
附
着
さ
せ
て
擬
態
す
る
習
性
を
盗
人
に
擬
え

た
も
の
で
あ
る
。］ 



（
四
六
）C

o
n
u
s sp

. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腹
足
綱
新
腹
足
目
イ
モ
ガ
イ
科
イ
モ
ガ
イ
亜
科
イ
モ
ガ
イ
属 C

o
n
u
s 

の
イ
モ
ガ
イ
類
。

軟
体
部
を
殻
の
奥
に
縮
め
る
と
、
開
口
部
か
ら
軟
体
部
が
見
え
な
く
な
る
種
が
多
い
こ
と
か
ら
、
「
ミ
ナ

シ
ガ
イ
」
の
異
名
を
持
つ
。
捕
食
性
で
、
歯
舌
が
特
化
し
た
神
経
毒
の
毒
腺
が
附
い
て
い
る
小
さ
な
銛
で

他
の
動
物
を
刺
し
、
麻
痺
さ
せ
て
摂
餌
す
る
。
毒
は
種
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
ヒ
ト
が
刺
さ
れ
て
死
亡
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。］ 

（
四
七
） 

（
四
八
） 

（
四
九
）
け
り
が
い
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
以
下
、
同
じ
。］ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
腹
足
綱
前
鰓
亜
綱
笠
形
腹
足
上
目
ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科
シ
ロ
ガ
イ
属
カ
モ
ガ

イ
（
鴨
貝
） C

o
llisella

 d
o
rsu

o
sa

 

で
あ
る
。
笠
形
の
貝
で
、
別
名
「
キ
ク
ガ
モ
」「
ケ
リ
ガ
イ
」。
北
海
道

南
部
か
ら
日
本
全
国
、
さ
ら
に
台
湾
に
か
け
て
分
布
し
、
殻
長
径
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
殻
幅
一
・
七
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
殻
高
一
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
殻
頂
は
前
方
に
寄
っ
て
お
り
、
幾
ら
か
鷲
鼻
状
に
曲

が
り
、
そ
こ
か
ら
、
多
少
、
顆
粒
状
の
放
射
肋
が
、
二
、
三
本
ほ
ど
走
る
。
殻
の
周
縁
は
中
央
側
縁
で
、

や
や
凹
む
。
殻
内
は
白
く
、
中
央
は
褐
色
に
彩
ら
れ
る
。
岩
礁
の
波な

み

飛
沫

し

ぶ

き

の
か
か
る
辺
り
に
コ
ロ
ニ
ー
を

つ
く
り
、
冬
は
群
れ
を
解
い
て
避
寒
し
、
春
に
な
る
と
、
元
の
着
生
場
所
に
戻
る
習
性
が
あ
る
（
小
学
館

「
日
本
大
百
科
全
書
」
に
拠
っ
た
）
。
サ
イ
ト
「
微
小
貝
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
」
の
同
種
の
ペ
ー
ジ
で
貝
殻

が
確
認
出
来
る
。］ 

（
五
〇
）
き
せ
る
が
い 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
煙
管
貝
」
で
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
有
肺
目
キ
セ
ル
ガ
イ
科 C

lau
sliid

ae
の
陸
生
巻
貝

で
あ
る
。］ 

（
五
一
）
え
う
ら
く 

T
y
p
h
is sp

.

？ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
瓔
珞
」
で
腹
足
綱
新
生
腹
足
亜
綱
新
腹
足
目
ア
ク
キ
ガ
イ
科
ク
ダ
ヨ
ウ
ラ
ク
属
の

一
種
の
よ
う
で
あ
る
。
サ
イ
ト
「
微
小
貝
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
」
の
同
種
の
ペ
ー
ジ
で
貝
殻
が
確
認
出
来

る
。］ 

（
五
二
）
同
一
種 T

y
p
h
is 

（
五
三
）
ほ
し
だ
か
ら C

y
p
raea sp

. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
実
は
学
名
は
「C
y
p
raeu

」
と
な
っ
て
い
る
が
、
誤
植
と
断
じ
、
特
定
的
に
訂
し
た
。

後
の
（
五
四
）
か
ら
（
五
七
）
ま
で
の
学
名
部
は
「
〃
」
で
あ
る
が
、
総
て
プ
リ
ン
ト
し
た
。
こ
れ
は
、

多
く
の
土
産
物
屋
で
お
馴
染
み
の
、
腹
足
綱
吸
腔
目
タ
カ
ラ
ガ
イ
科C

y
p

raein
ae

亜
科C

y
p
raein

i

族
タ
カ

ラ
ガ
イ
属
ホ
シ
ダ
カ
ラC

yp
ra

ea
 tig

ris 

で
あ
る
。］ 

（
五
四
）
同
一
種 C
y
p
raea sp

. 

（
五
五
）
た
か
ら
が
ひ
一
種C

y
p
raea sp

． 

（
五
六
）
同
一
種C

y
p
raea sp

． 

（
五
七
）
同
一
種 C

y
p
raea sp

. 

（
五
八
）
う
づ
ら
が
ひ
一
種 

https://bishogai.com/pic_book/data01/a0010.html
https://bishogai.com/pic_book/data34/r003327.html


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
鶉
貝
」
で
、
腹
足
綱
ヤ
ツ
シ
ロ
ガ
イ
上
科
ヤ
ツ
シ
ロ
ガ
イ
科
ヤ
ツ
シ
ロ
ガ
イ
属
ヤ

ツ
シ
ロ
ガ
イ T

o
n
n
a
 lu

teo
sto

m
a

 

の
異
名
で
あ
る
。
私
の
好
き
な
貝
殻
で
、
殻
高
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
超

の
大
振
り
の
そ
れ
を
持
っ
て
い
た
が
、
高
校
二
年
の
時
、
秘
か
に
憧
れ
て
い
た
若
い
女
性
事
務
員
（
二
歳

年
上
で
あ
っ
た
）
に
赤
い
リ
ボ
ン
を
巻
い
て
あ
げ
て
し
ま
っ
た
。］ 

（
五
九
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
は
空
欄
だ
が
、
熊
楠
が
採
取
し
た
個
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
『
△
』

の
み
が
附
さ
れ
て
あ
る
。］ 

（
六
十
）
が
ん
が
ら 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腹
足
綱
前
鰓
亜
綱
古
腹
足
亜
綱
ニ
シ
キ
ウ
ズ
ガ
イ
目
ニ
シ
キ
ウ
ズ
ガ
イ
上
科
リ
ュ
ウ

テ
ン
科
ク
ボ
ガ
イ
亜
科
ク
ボ
ガ
イ
属
コ
シ
ダ
カ
ガ
ン
ガ
ラ T

eg
u
la

 ru
stica

 

。
と
て
も
美
味
い
。］ 

（
六
一
）
捘
尾
螺 

小
な
る
も
の T

rito
n
 sp

. 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
捘
尾
螺
」
は
マ
マ
。
こ
れ
は
熊
楠
の
誤
記
か
誤
植
で
「
梭
尾
螺
」
が
正
し
い
。
「
ほ

ら
が
ひ
」
で
、
腹
足
綱
前
鰓
亜
綱
中
腹
足
（
盤
足
）
目
ヤ
ツ
シ
ロ
ガ
イ
超
科
フ
ジ
ツ
ガ
イ
科
ホ
ラ
ガ
イ
亜

科
ホ
ラ
ガ
イ
属
ホ
ラ
ガ
イ C

h
a
ro

n
ia

 trito
n
is 

の
こ
と
で
あ
る
。
「T

rito
n

」
は
属
名
で
は
な
く
、
同
種
の
英

名
「T

rito
n
's tru

m
p
et

」
を
部
分
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。］ 

（
六
二
）
あ
み
が
さ
が
ひ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腹
足
綱
前
鰓
亜
綱
（
始
祖
腹
足
類
）
カ
サ
ガ
イ
目
ヨ
メ
ガ
カ
サ
ガ
イ
科
ヨ
メ
ガ
カ
サ

ガ
イ
属
ア
ミ
ガ
サ
ガ
イ C

ella
n
a
 g

ra
ta

 stea
rn

si 

。］ 

（
六
三
）
く
る
ま
が
ひ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腹
足
綱
低
位
異
鰓
目
ク
ル
マ
ガ
イ
上
科
ク
ル
マ
ガ
イ
科
ク
ル
マ
ガ
イ
属
ク
ル
マ
ガ
イ

A
rch

itecto
n
ica

 tro
ch

lea
ris 

。］ 

（
六
四
）
つ
と
が
い O

v
u
lu

m
 v

o
lv

a 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腹
足
綱
直
腹
足
亜
綱
後
生
腹
足
下
綱
新
生
腹
足
上
目
吸
腔
目
高
腹
足
亜
目
タ
マ
キ
ビ

下
目
タ
カ
ラ
ガ
イ
上
科
ウ
ミ
ウ
サ
ギ
ガ
イ
科
ヒ
ガ
イ
属
ヒ
ガ
イ V

o
lva

 vo
lva

 h
a
b
ei 

。
フ
ォ
ル
ム
が
私
の
お

気
に
入
り
の
貝
で
あ
る
。
］ 

 

魚
類 P

isces 

（
六
五
）
ね
こ
ざ
めC

estracio
n
 p

h
ilip

p
i L

asep

の
齒
【
江
島
に
て
名
荷
貝
と
呼
】
及
び
緬
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
は
ら
ご
」。］【
方
言
な
み
ま
く
ら
】 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
者
は
「
サ
ザ
エ
ワ
リ
」
（
栄
螺
割
）
の
異
名
を
持
つ
、
軟
骨
魚
綱
板
鰓
亜
綱
ネ
コ

ザ
メ
目
ネ
コ
ザ
メ
科
ネ
コ
ザ
メ
属
ネ
コ
ザ
メ H

etero
d
o
n
tu

s ja
p
o
n
icu

s 

。
同
種
の
歯
は
前
歯
が
棘
状
を
成

す
が
、
後
歯
が
臼
歯
状
に
広
が
る
。
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「
ネ
コ
ザ
メ
の
歯
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
名
荷
貝
」
（
み
や
う
が
が
ひ
）
は
ネ
コ
ザ
メ
の
下
顎
の
歯
で
あ
る
。「
南
方
熊
楠
記
念
館
」
の
「
熊
楠
の

お
宝
こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
①
」
を
見
ら
れ
た
い
。
な
お
、
全
く
同
じ
和
名
の
節
足
動
物
門
甲
殻
亜
門
顎
脚

綱
鞘
甲
亜
綱
蔓
脚
下
綱
完
胸
上
目
有
柄
目

S
calp

ello
m

o
rp

h
a

亜
目
ミ
ョ
ウ
ガ
ガ
イ
科
ミ
ョ
ウ
ガ
ガ
イ
属
ミ

ョ
ウ
ガ
ガ
イ S

ca
lp

ellu
m

 stea
rn

sii 

が
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。 

「
緬
」
「
方
言
な
み
ま
く
ら
」
こ
れ
は
ネ
コ
ザ
メ
の
ス
ク
リ
ュ
ー
型
の
卵
嚢
を
指
す
。
グ
ー
グ
ル
画
像
検

索
「
ネ
コ
ザ
メ 

卵
嚢
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。］ 

https://www.google.com/search?sca_esv=5fae2633b037e436&sca_upv=1&rlz=1C1TKQJ_jaJP1067JP1067&sxsrf=ACQVn09He0wQnoZiAjZvJDP3ZJHXMiVVrA:1713593243972&q=%E3%83%8D%E3%82%B3%E3%82%B6%E3%83%A1%E3%81%AE%E6%AD%AF&uds=AMwkrPvlpLSIKjvhAnL4yvATAd62rVR2CCm4_2kV2iLn-kZ40aAmQ0JPrJDVi2T32KmJYDYCx9EmcDKChG-52Duob5OCFuPkqW9K9CaF4afKUirhUCqnKcAR6F9j9udY-RQjkfYrU2B60DNwgyrFV1Tpc8RR4jJc1uZ3ggX6omXwmkOKOrYRpNrrJYw4W6ecIoWQ_Ji3RVwMCaCtZuKu4YvOqBLyIxWlJeBX-P3WDflKRRoDeQXpsZqJp2Gixoenq6FWPB3ijCLa0sPR8iy6euw38ZTUKNTHln7QxTSLFylKJT13DcgfyOidJ2jpuaRux0cOlWbQcRQdygtahSU_IdQ6ws2zS50jXg&udm=2&prmd=isvnmbtz&sa=X&ved=2ahUKEwi9ueKkkNCFAxUZcPUHHcpND5MQtKgLegQICxAB&biw=1920&bih=911&dpr=1
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（
六
六
）
う
み
す
ゞ
め 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
顎
口
上
綱
硬
骨
魚
綱
条
鰭
亜
綱
新
鰭
区
棘
鰭
上
目
ス
ズ
キ
系
フ
グ
目
フ
グ
亜
目
ハ
コ

フ
グ
科
コ
ン
ゴ
ウ
フ
グ
属
ウ
ミ
ス
ズ
メ L

a
cto

ria
 d

ia
p
h
a
n
a

 

。
眼
上
に
棘
が
、
腹
側
に
も
隆
起
棘
が
、
ま

た
、
隆
起
中
央
の
後
方
に
も
棘
が
あ
る
の
で
、
一
見
し
て
同
種
と
見
分
け
ら
れ
る
。］ 

（
六
七
）
た
い
む
こ
の
げ
ん
ぱ
ち 

M
o
n
o
cen

tris jap
o
n
icu

s H
o
u
t

【
方
言
え
び
す
だ
い
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
マ
マ
。］】
介
肆
の
主
此
魚
の
胸
鰭
或
は
開
き
或
は
た
ゝ
む
と
も
毫
も
折
損
せ
ず
と
て
示
し
た
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
条
鰭
綱
棘
鰭
上
目
キ
ン
メ
ダ
イ
目
マ
ツ
カ
サ
ウ
オ
科
マ
ツ
カ
サ
ウ
オ
属
マ
ツ
カ
サ
ウ

オ M
o
n
o
cen

tris ja
p
o
n
ica

 

。「
松
毬
魚
」
は
硬
い
鱗
に
覆
わ
れ
て
鎧
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
（「
ヨ
ロ
イ
ウ

オ
」
の
異
名
も
あ
る
）、 

ま
た
、
下
顎
の
前
方
に
一
対
の
米
粒
の
よ
う
な
発
光
腺
が
あ
り
、
こ
の
中
に
発
光
バ
ク
テ
リ
ア
が
共
生
し

て
い
て
、
本
邦
の
海
産
魚
類
で
は
珍
し
い
発
光
す
る
魚
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
鰭
を
動
か
す
と

き
に
パ
タ
パ
タ
と
音
を
立
て
る
こ
と
か
ら
「
パ
タ
パ
タ
ウ
オ
」
と
呼
ぶ
地
方
も
あ
る
。］ 

（
六
八
）
海
馬
【
り
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
の
こ
ま
と
呼
ぶ
】 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
条
鰭
綱
ト
ゲ
ウ
オ
目
ヨ
ウ
ジ
ウ
オ
亜
目
ヨ
ウ
ジ
ウ
オ
科
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
亜
科
タ
ツ

ノ
オ
ト
シ
ゴ
属 H

ip
p
o
ca

m
p
u
s 

の
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
類
。
多
く
の
種
が
い
る
。］ 

 

其
他
や
ぎ
に
て
作
れ
る
箸
、
指
輪
、
車
渠
を
も
っ
て
作
れ
る
球
、
靑
螺
盃
及
球
、
石
決
明
の
珠
、
榮
螺

の
盃
、
等
を
も
購
收
せ
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
車
渠
」: 

斧
足
綱
異
歯
亜
綱
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
ザ
ル
ガ
イ
上
科
ザ
ル
ガ
イ
科
シ
ャ

コ
ガ
イ
亜
科 T

rid
acn

id
ae 

の
シ
ャ
コ
ガ
イ
類
の
殻
。 

「
石
決
明
の
珠
」
腹
足
綱
原
始
腹
足
目
ミ
ミ
ガ
イ
科
ア
ワ
ビ
属 H

a
lio

tis 

の
ア
ワ
ビ
類
が
殻
の
内
側
の
真

珠
層
に
混
入
し
た
異
物
を
核
に
天
然
真
珠
が
出
来
る
。 

 

一
字
下
げ
の
「
江
島
採
集
購
收
品
」
リ
ス
ト
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
リ
ス
ト
内
に
は
、

手
書
き
挿
絵
（
手
書
き
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
附
き
）
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
右
端
に
、 

 
 

 

＊ 

四
月
十
六
日 

 

七
里
濱
所
𫉬 

 
 

 

＊ 

と
あ
っ
て
、
二
つ
の
図
が
あ
り
、
右
側
の
そ
れ
に
は
、
右
手
に
「
截
面
」
、
そ
の
下
方
に
「
裏
」
と
あ
り
、

上
部
図
外
に
判
読
不
能
の
「
■
」
（
二
字
？
）
、
同
じ
く
下
部
図
外
に
判
読
不
能
の
「
■
」
（
二
字
？
）
と
、

左
手
に
は
「
表
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
図
の
左
に
表
か
ら
描
い
た
も
の
ら
し
い
図
が
あ
る
。
そ
の
右
上
図
外

に
は
「
コ
ブ
」
と
読
め
そ
う
な
文
字
が
あ
り
、
左
上
図
外
に
も
判
読
不
能
の
「
■
」
（
二
字
？
）
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
採
集
地
か
ら
、
こ
の
後
に
書
か
れ
て
い
る
「
化
石
二
つ
及
鐵
砂
を
得
た
り
。
江
島
に
て
介
細
工

中
往
々
こ
の
沙
も
て
黑
色
を
な
せ
り
。
七
里
濱
邊
に
有
り
、
取
り
來
て
水
に
晒
し
用
ゆ
と
ぞ
」
と
あ
る
化

石
の
一
つ
の
絵
と
推
定
さ
れ
る
。
何
の
化
石
か
は
、
私
に
は
判
ら
な
い
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で

あ
る
。］ 

 

https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/15
https://dl.ndl.go.jp/pid/2941179/1/15


 
化
石
二
つ
及
鐵
砂
を
得
た
り
。
江
島
に
て
介
細
工
中
往
々
こ
の
沙
も
て
黑
色
を
な
せ
り
。
七
里
濱
邊
に

有
り
、
取
り
來
て
水
に
晒
し
用
ゆ
と
ぞ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
七
里
ガ
浜
の
稲
村
ヶ
崎
寄
り
で
は
、
古
く
か
ら
砂
鉄
が
採
れ
る
。］ 

 

「
ホ
ツ
ス
ガ
ヒ
」
、
同
大
に
し
て
價
大
に
異
な
る
も
の
あ
り
。
之
を
問
ふ
に
、
鹽
氣
を
去
れ
る
と
去
ら

ざ
る
と
な
り
、
鹽
氣
を
去
ら
ざ
れ
ば
其
綿
脫
落
す
と
い
ふ
。
そ
の
之
を
去
る
の
法
之
を
淨
水
に
浸
す
こ
と

數
分
時
に
し
て
日
光
に
晒
し
、
幾
回
も
か
く
す
る
な
り
と
。 

 

（
附
）
餘
が
購
し
介
種
の
中
「
ヒ
ゲ
ダ
イ
モ
ク
」
郞
君
子

こ

ま

の
つ

め

等
二
十
品
ば
か
り
、
倉
卒
の
際
旅
舍
へ
お
き

忘
れ
て
出
た
り
。
今
に
至
り
悵
憾
詮
方
な
し
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
最
後
の
附
記
は
ポ
イ
ン
ト
落
ち
。
］ 

 

右
明
治
十
八
年
五
月
二
日
記
畢
。 

 
 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ヒ
ゲ
ダ
イ
モ
ク
」
日
蓮
宗
の
「
南
無
妙
法
蓮
華
經
」
の
髭
文
字
を
貝
細
工
で
作
っ

た
も
の
ら
し
い
が
、
私
は
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
何
を
用
い
て
造
る
の
か
、
不
詳
。
識
者
の
御
教
授
を

乞
う
。
髭
は
鯨
ひ
げ
を
使
っ
た
か
？ 

因
み
に
、
御
題
目
の
内
の
「
法
」
に
は
、
唯
一
、
髭
は
な
い
。

「
法
」
＝
「
カ
ル
マ
」
は
棘
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

「
郞
君
子

こ

ま

の
つ

め

」
腹
足
綱
前
鰓
亜
綱
古
腹
足
目
サ
ザ
エ
（
リ
ュ
ウ
テ
ン
サ
ザ
エ
）
科
リ
ュ
ウ
テ
ン
亜
科 L

u
n
ella

 

属
ス
ガ
イ
（
酢
貝
）L

u
n
ella

 co
rreen

sis 

の
硬
質
の
厚
い
蓋
の
こ
と
。「
相
思
子
」
と
も
言
う
。
こ
れ
は
、

酢
を
入
れ
た
皿
の
中
に
入
れ
る
と
、
く
る
く
る
と
回
り
出
し
、
古
く
子
ど
も
の
遊
び
と
さ
れ
た
。
御
存
知

な
い
方
は
、
『
毛
利
梅
園
「
梅
園
介
譜
」 

蛤
蚌
類 

相
思
螺
・
郎
君
子
・
酢
貝
（
ス
ガ
イ
）
・
ガ
ン
ガ
ラ 

／ 

ス
ガ
イ
及
び
そ
の
蓋
』
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

   

南
方
熊
楠
「
江
ノ
島
記
行
」 

 
 

 
 

 
 

 

（
正
規
表
現
版
・©

藪
野
直
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附
） 

完 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/08/post-b3d4d8.html
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